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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークアクセス制御方法であって、前記方法は、第１の公衆陸上移動ネットワー
クPLMN内の第１のネットワーク機能管理モジュールに適用され、前記方法は、
　第１のネットワーク機能NFインスタンスからディスカバリ要求を受信するステップであ
って、前記ディスカバリ要求は、第２のPLMNの識別子と、アクセスされるべきNFインスタ
ンスのNF種別と、前記アクセスされるべきNFインスタンスの前記NF種別に対応するアクセ
スされるべきネットワーク・スライス識別子とを含む、ステップと、
　前記ディスカバリ要求から前記アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を取
得するステップと、
　前記第２のPLMNの前記識別子に対応する第２のネットワーク機能管理モジュールへ取得
要求を送信するステップであって、前記取得要求は、前記アクセスされるべきNFインスタ
ンスの前記NF種別と、前記アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とを含む、
ステップと、
　前記アクセスされるべきNFインスタンスの前記NF種別と、前記アクセスされるべきネッ
トワーク・スライス識別子とに対応する、第２のNFインスタンスのインスタンス情報を、
前記第２のネットワーク機能管理モジュールから受信するステップであって、前記インス
タンス情報は、前記第２のNFインスタンスのアドレスを含む、ステップと、
　前記第１のNFインスタンスへ前記インスタンス情報を送信するステップと、
　を含むネットワークアクセス制御方法。
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【請求項２】
　前記アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子は、アクセスされるべきネット
ワーク・スライスの種別であるか、または、
　前記アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子は、前記アクセスされるべきネ
ットワーク・スライスの種別とテナント識別子の組み合わせである、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記アクセスされるべきNFインスタンスの前記NF種別に対応する第２のNFインスタンス
の数は１よりも大きい、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記インスタンス情報は、前記第２のNFインスタンスの負荷情報を含む、請求項３に記
載の方法。
【請求項５】
　前記方法は、
　NF登録要求を受信するステップであって、前記NF登録要求は、登録されるべきNFインス
タンスのインスタンス情報と、前記登録されるべきNFインスタンスが属するネットワーク
・スライスのスライス情報とを含む、ステップと、
　前記登録されるべきNFインスタンスの前記インスタンス情報と、前記登録されるべきNF
インスタンスが属する前記ネットワーク・スライスの前記スライス情報とに基づいて、前
記登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報を生成するステップとをさらに含む
、請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記登録されるべきNFインスタンスの前記インスタンス情報は、前記登録されるべきNF
インスタンスの識別子と、前記登録されるべきNFインスタンスのNF種別と、前記登録され
るべきNFインスタンスのアドレスとのうちの少なくとも１つを含み、
　前記登録されるべきNFインスタンスが属する前記ネットワーク・スライスの前記スライ
ス情報は、前記登録されるべきNFインスタンスが属する前記ネットワーク・スライスの識
別子と、前記登録されるべきNFインスタンスが属する前記ネットワーク・スライスの種別
とのうちの少なくとも１つを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ネットワークアクセス制御方法であって、前記方法は、第２の公衆陸上移動ネットワー
クPLMN内の第２のネットワーク機能管理モジュールに適用され、前記方法は、
　第１のネットワーク機能管理モジュールから取得要求を受信するステップであって、前
記取得要求は、アクセスされるべきネットワーク機能NFインスタンスのNF種別とアクセス
されるべきネットワーク・スライス識別子とを含む、ステップと、
　前記取得要求に基づいて、前記アクセスされるべきNFインスタンスの前記NF種別と、前
記アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンス
のインスタンス情報を取得するステップであって、前記インスタンス情報は、前記第２の
NFインスタンスのアドレスを含む、ステップと、
　前記第１のネットワーク機能管理モジュールへ前記インスタンス情報を送信するステッ
プと、
　を含むネットワークアクセス制御方法。
【請求項８】
　前記取得要求に基づいて、第２のNFインスタンスのインスタンス情報を取得する前記ス
テップは、
　前記第２のNFインスタンスのアドレスおよび負荷情報を取得するステップを含む、請求
項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２のNFインスタンスのアドレスおよび負荷情報を取得する前記ステップの前に、
前記方法は、
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　第２のNFインスタンスの数を取得するステップと、
　前記第２のNFインスタンスの数が１よりも大きいならば、前記第２のNFインスタンスの
アドレスおよび負荷情報を取得する前記ステップを実行するステップとをさらに含む、請
求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記取得要求は、第１のNFインスタンスのNF種別をさらに含み、
　それに対応して、前記取得要求に基づいて、第２のNFインスタンスのインスタンス情報
を取得する前記ステップの前に、前記方法は、
　前記アクセスされるべきNFインスタンスに対応する第１のNF種別の組を取得するステッ
プであって、前記第１のNF種別の組の中の各NF種別は、前記アクセスされるべきNFインス
タンスにアクセスすることが許可されたNFインスタンスのNF種別である、取得するステッ
プと、
　前記第１のNF種別の組が前記第１のNFインスタンスの前記NF種別を含むならば、第２の
NFインスタンスのインスタンス情報を取得する前記ステップを実行するステップとをさら
に含む、請求項７から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記方法は、
　前記第１のNF種別の組が前記第１のNFインスタンスの前記NF種別を含まないと決定され
たならば、前記第１のネットワーク機能管理モジュールへ制限アクセス通知情報を送信す
るステップをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ネットワークアクセス制御方法であって、前記方法は、第１の公衆陸上移動ネットワー
クPLMN内に位置する第１のネットワーク機能NFインスタンスに適用され、前記方法は、
　アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、前記アクセスされるべきNFインスタン
スが属するネットワーク・スライスのアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子
とを取得するステップと、
　第１のネットワーク機能管理モジュールへディスカバリ要求を送信するステップであっ
て、前記ディスカバリ要求は、第２のPLMNの識別子と、前記アクセスされるべきNFインス
タンスの前記NF種別と、前記アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とを含む
、ステップと、
　前記第１のネットワーク機能管理モジュールから第２のNFインスタンスのインスタンス
情報を受信するステップであって、前記インスタンス情報は、前記アクセスされるべきNF
インスタンスの前記NF種別と、前記アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子と
に対応し、前記インスタンス情報は、前記第２のNFインスタンスのアドレスを含む、ステ
ップと、
　を含むネットワークアクセス制御方法。
【請求項１３】
　前記アクセスされるべきNFインスタンスの前記NF種別に対応する第２のNFインスタンス
の数は１より大きく、前記方法は、
　複数の前記第２のNFインスタンス内の目標となる第２のNFインスタンスを決定するステ
ップと、
　前記目標となる第２NFインスタンスのアドレスに基づいて、前記目標となる第２のNFイ
ンスタンスにアクセスするステップと
　を更に含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記アクセスされるべきNFインスタンスが属するネットワーク・スライスのアクセスさ
れるべきネットワーク・スライス識別子を取得する前記ステップは、
　前記第１のNFインスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワー
ク・スライス種別を取得するステップと、
　前記第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいて、前記第１のネットワーク・
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スライス種別に対応する、前記第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を決
定するステップと、
　前記第２のネットワーク・スライス種別を、前記アクセスされるべきネットワーク・ス
ライス識別子として決定するステップとを含む、請求項１２または１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいて、前記第１のネットワーク・
スライス種別に対応する、前記第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を決
定する前記ステップは、
　前記第１のNFインスタンスに対応する前記機能種別が第１の機能種別であるならば、前
記第１のNFインスタンスが属する前記第１のネットワーク・スライスの前記第１のネット
ワーク・スライス種別を、前記第２のネットワーク・スライス種別として決定するステッ
プであって、前記第１の機能種別に対応するネットワーク機能のスライス種別は、全ての
PLMNにおいて同じである、ステップ、または、
　前記第１のNFインスタンスに対応する前記機能種別が第２の機能種別であるならば、ポ
リシー管理ユニットに前記第２のネットワーク・スライス種別を要求するステップであっ
て、第２の機能種別に対応するネットワーク機能のスライス種別は、異なったPLMNにおい
て異なる、ステップを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　ポリシー管理ユニットに前記第２のネットワーク・スライス種別を要求する前記ステッ
プは、
　前記ポリシー管理ユニットへスライス種別取得要求を送信するステップであって、前記
スライス種別取得要求は、前記第１のネットワーク・スライス種別と前記第２のPLMNの前
記識別子とを含む、ステップと、
　前記ポリシー管理ユニットから、前記第１のネットワーク・スライス種別に対応する、
前記第２のPLMN内の、前記第２のネットワーク・スライス種別を受信するステップとを含
む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　ネットワークアクセス制御装置であって、前記装置は、第１の公衆陸上移動ネットワー
クPLMN内の第１のネットワーク機能管理モジュールに適用され、前記装置は、受信モジュ
ール、処理モジュール、および送信モジュールを含み、
　前記受信モジュールは、第１のネットワーク機能NFインスタンスからディスカバリ要求
を受信するよう構成され、前記ディスカバリ要求は、第２のPLMNの識別子と、アクセスさ
れるべきNFインスタンスのNF種別と、前記アクセスされるべきNFインスタンスの前記NF種
別に対応するアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とを含み、
　前記処理モジュールは、前記ディスカバリ要求から、前記アクセスされるべきネットワ
ーク・スライス識別子を取得するよう構成され、
　前記送信モジュールは、前記第２のPLMNの前記識別子に対応する第２のネットワーク機
能管理モジュールへ取得要求を送信するよう構成され、前記取得要求は、前記アクセスさ
れるべきNFインスタンスの前記NF種別と、前記アクセスされるべきネットワーク・スライ
ス識別子とを含み、
　前記受信モジュールは、前記アクセスされるべきNFインスタンスの前記NF種別と、前記
アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスの
インスタンス情報を、第２のネットワーク機能管理モジュールから受信するよう構成され
、前記インスタンス情報は、前記第２のNFインスタンスのアドレスを含み、
　前記送信モジュールは、前記第１のNFインスタンスへ前記インスタンス情報を送信する
よう構成される、
　ネットワークアクセス制御装置。
【請求項１８】
　ネットワークアクセス制御装置であって、前記装置は、第２の公衆陸上移動ネットワー
クPLMN内の第２のネットワーク機能管理モジュールに適用され、前記装置は、受信モジュ
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ールと、処理モジュールと、送信モジュールとを含み、
　前記受信モジュールは、第１のネットワーク機能管理モジュールから取得要求を受信す
るよう構成され、前記取得要求は、アクセスされるべきネットワーク機能NFインスタンス
のNF種別と前記アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とを含み、
　前記処理モジュールは、前記取得要求に基づいて、前記アクセスされるべきNFインスタ
ンスの前記NF種別と、前記アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応す
る第２のNFインスタンスのインスタンス情報を取得するよう構成され、前記インスタンス
情報は、前記第２のNFインスタンスのアドレスを含み、
　前記送信モジュールは、前記第１のネットワーク機能管理モジュールへ前記インスタン
ス情報を送信するよう構成される、
　ネットワークアクセス制御装置。
【請求項１９】
　前記取得要求は、第１のNFインスタンスのNF種別をさらに含み、それに対応して、前記
処理モジュールは、
　前記処理モジュールが、前記取得要求に基づいて、前記第２のNFインスタンスの前記イ
ンスタンス情報を取得する前に、前記アクセスされるべきNFインスタンスに対応する第１
のNF種別の組を取得し、前記第１のNF種別の組の中の各NF種別は、前記アクセスされるべ
きNFインスタンスにアクセスすることが許可されたNFインスタンスのNF種別であり、
　前記第１のNF種別の組が前記第１のNFインスタンスの前記NF種別を含むならば、前記第
２のNFインスタンスの前記インスタンス情報を取得することを実行し、または、前記第１
のNF種別の組が前記第１のNFインスタンスの前記NF種別を含まないと決定されたならば、
前記第１のネットワーク機能管理モジュールへ制限アクセス通知情報を送信し、それによ
って、前記第１のネットワーク機能管理モジュールは、前記第１のNFインスタンスへ制限
アクセス通知情報を送信するよう、さらに構成される、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　ネットワークアクセス制御装置であって、前記装置は、第１のネットワーク機能NFイン
スタンスに適用され、前記装置は、処理モジュールと、送信モジュールと、受信モジュー
ルとを含み、
　前記処理モジュールは、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、前記アクセス
されるべきNFインスタンスが属するネットワーク・スライスのアクセスされるべきネット
ワーク・スライス識別子とを取得するよう構成され、
　前記送信モジュールは、第１のネットワーク機能管理モジュールへディスカバリ要求を
送信するよう構成され、前記ディスカバリ要求は、第２のPLMNの識別子と、前記アクセス
されるべきNFインスタンスの前記NF種別と、前記アクセスされるべきネットワーク・スラ
イス識別子とを含み、
　前記受信モジュールは、前記第１のネットワーク機能管理モジュールから第２のNFイン
スタンスのインスタンス情報を受信するよう構成され、前記インスタンス情報は、前記ア
クセスされるべきNFインスタンスの前記NF種別と、前記アクセスされるべきネットワーク
・スライス識別子とに対応し、前記インスタンス情報は、前記第２のNFインスタンスのア
ドレスを含む、
　ネットワークアクセス制御装置。
【請求項２１】
　前記アクセスされるべきNFインスタンスの前記NF種別に対応する第２のNFインスタンス
の数は１より大きく、前記装置は、
　複数の前記第２のNFインスタンス内の目標となる第２のNFインスタンスを決定するよう
に構成される決定モジュールと、
　前記目標となる第２NFインスタンスのアドレスに基づいて、前記目標となる第２のNFイ
ンスタンスにアクセスするように構成されるアクセスモジュールと
　を更に含む、請求項２０に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術の分野に関連し、特に、ネットワークアクセス制御方法、装置、お
よびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　公衆陸上移動ネットワーク（Public Land Mobile Network, 略してPLMN）は、公衆のた
めに陸上移動通信サービスを提供するために確立され運用されるネットワークである。ネ
ットワーク通信効率を向上させ、異なった通信サービス要件を満たすために、PLMNは、複
数のネットワーク・スライスへ分割されてもよく、各ネットワーク・スライスは、対応す
るネットワークサービスを提供する。
【０００３】
　１つのPLMNは、複数のネットワーク・スライスを含みうる。複数のネットワーク機能(N
etwork Function, 略してNF)インスタンスは、各ネットワーク・スライス内に展開されて
もよく、各NFインスタンスは、ユーザのための一種類のネットワークサービスを提供しう
る。ユーザのためにPLMNをまたぐローミングサービスを提供するとき（例えば、中国の運
用者によって提供されるサーバの端末デバイスが外国に配置されている）、PLMN内のNFイ
ンスタンスは、他のPLMN内のアクセスされるべきNFインスタンスにアクセスする必要があ
りうる。従来技術では、PLMN内のNFインスタンスは、アクセスされるべきNFインスタンス
のNF種別に基づいてのみ他のPLMN内のNFインスタンスにアクセスしうる。しかしながら、
アクセスされるべきNFインスタンスが属するネットワーク・スライス種別が、NFインスタ
ンスが属するネットワーク・スライス種別とは異なるとき、アクセスされるべきNFインス
タンスは、NFインスタンスによって必要とされるネットワーク機能、データ等を含まない
ことがある。従って、NFインスタンスは、正しいアクセスされるべきNFインスタンスにア
クセスすることができず、異なったPLMN間のNFインスタンスのアクセス信頼性は比較的劣
る結果となる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の実施形態は、異なったPLMN間のNFインスタンスのアクセス信頼性を向上させる
ために、ネットワークアクセス制御方法、装置、およびデバイスを提供する。
【０００５】
　第１の態様によれば、本発明の一実施形態は、ネットワークアクセス制御方法を提供す
る。方法は、第１のNFインスタンスが第２のPLMN内のアクセスされるべきNFインスタンス
のNF種別のNFインスタンスにアクセスする必要があるとき、第１のNFインスタンスによっ
て、第１のNFRFへディスカバリ要求を送信するステップであって、ディスカバリ要求は、
第２のPLMNの識別子と、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別とを含む、ステップ
と、第１のNFRFによって、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を取得する
ステップと、第２のPLMN内の第２のNFRFに、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別
とアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンス
のインスタンス情報とを要求するステップと、第１のNFインスタンスへインスタンス情報
を送信するステップとを含んでもよく、それによって、第１のNFインスタンスは、インス
タンス情報に基づいて第２のNFインスタンスにアクセスする。
【０００６】
　本願において、第１のNFRFは、第１のPLMNのために設定され、第１のNFRFは、第１のPL
MN内のNFインスタンスを管理する。第２のNFRFは、第２のPLMNのために設定され、第２の
NFRFは、第２のPLMN内のNFインスタンスを管理する。このようにして、第１のPLMN内の第
１のNFインスタンスが第２のPLMN内の第２のNFインスタンスにアクセスする必要があると
き、第１のNFインスタンスは、第１のNFRFおよび第２のNFRFに基づいて第２のNFインスタ
ンスのインスタンス情報を取得し、第２のNFインスタンスのインスタンス情報に基づいて
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第２のNFインスタンスにアクセスしてもよく、それによって、PLMN内のNFインスタンスは
、他のPLMN内のNFインスタンスに正確にアクセスすることができ、それにより、異なった
PLMN内のNFインスタンスのアクセス信頼性を向上させる。
【０００７】
　１つの可能な実装態様では、任意選択で、第１のNFRFが第２のNFインスタンスのインス
タンス情報を取得する必要があるとき、第１のNFRFは、アクセスされるべきNFインスタン
スに対応するアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を取得し、第２のNFRFへ
取得要求を送信し、取得要求は、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別とアクセス
されるべきネットワーク・スライス識別子とを含み、第２のNFRFによって送信される、ア
クセスされるべきNFインスタンスのNF種別とアクセスされるべきネットワーク・スライス
識別子とに対応する第２のNFインスタンスのインスタンス情報を受信しうる。
【０００８】
　この実現可能な実装態様では、任意選択で、アクセスされるべきネットワーク・スライ
ス識別子は、アクセスされるべきネットワーク・スライスの種別であるか、または、アク
セスされるべきネットワーク・スライス識別子は、アクセスされるべきネットワーク・ス
ライスの種別とテナント識別子の組み合わせである。
【０００９】
　任意選択で、第１のNFRFは、以下の２つの実現可能な実装態様を使用することによって
、アクセスされるべきNFインスタンスに対応するアクセスされるべきネットワーク・スラ
イス識別子を取得しうる。
【００１０】
　１つの実現可能な実装態様では、ディスカバリ要求は、アクセスされるべきネットワー
ク・スライス識別子を含み、それに対応して、第１のNFRFは、ディスカバリ要求からアク
セスされるべきネットワーク・スライス識別子を取得しうる。
【００１１】
　この実現可能な実装態様では、第１のNFインスタンスは、アクセスされるべきNFインス
タンスに対応するアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を決定し、アクセス
されるべきネットワーク・スライス識別子をディスカバリ要求に追加し、それによって第
１のNFRFは、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を迅速に取得することが
できる。
【００１２】
　他の実現可能な実装態様では、第１のNFRFは、第１のNFインスタンスに対応する機能種
別を取得し、第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいて、アクセスされるべき
ネットワーク・スライス識別子を決定する。
【００１３】
　任意選択で、第１のNFRFは、第１のNFインスタンスが属する第１のネットワーク・スラ
イスの第１のネットワーク・スライス種別を取得し、第１のNFインスタンスに対応する機
能種別に基づいて、第２のPLMN内の、第１のネットワーク・スライス種別に対応する第２
のネットワーク・スライス種別を決定し、第２のネットワーク・スライス種別をアクセス
されるべきネットワーク・スライス識別子として決定しうる。
【００１４】
　任意選択で、第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であるならば
、第１のNFインスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・
スライス種別は、第２のネットワーク・スライス種別として決定され、第１の機能種別に
対応するネットワーク機能のスライス種別は、全てのPLMNにおいて同じである。
【００１５】
　任意選択で、第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第２の機能種別であるならば
、ポリシー管理ユニットは、第２のネットワーク・スライス種別について要求され、第２
の機能種別に対応するネットワーク機能のスライス種別は、異なったPLMNにおいて異なる
。任意選択で、スライス種別取得要求は、ポリシー管理ユニットへ送信されてもよく、ネ
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ットワーク・スライス取得要求は、第１のネットワーク・スライス種別と、第２のPLMNの
識別子とを含み、ポリシー管理ユニットによって送信され、第１のネットワーク・スライ
ス種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別が受信される。
【００１６】
　この実現可能な実装態様では、第１のNFRFは、第１のNFインスタンスに対応する機能種
別に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスに対応するアクセスされるべきネット
ワーク・スライス識別子を正確に取得することができ、それにより、異なったPLMN内のNF
インスタンスのアクセス信頼性をさらに向上させる。
【００１７】
　任意選択で、インスタンス情報は、第２のNFインスタンスのアドレスを含み、それに対
応して、第１のNFインスタンスへインスタンス情報を送信するステップは、第１のNFイン
スタンスへインスタンス情報を送信し、それによって第１のNFインスタンスがインスタン
ス情報の中の第２のNFインスタンスのアドレスに基づいて第２のNFインスタンスにアクセ
スするステップを含む。
【００１８】
　任意選択で、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別に対応する第２のNFインスタ
ンスの数が１よりも大きいならば、それに対応して、第１のNFインスタンスへインスタン
ス情報を送信するステップは、第１のNFインスタンスへ第２のNFインスタンスのインスタ
ンス情報を送信するステップであって、それによって第１のNFインスタンスは、第２のNF
インスタンスのうちの目標となる第２のNFインスタンスを決定し、目標となる第２のNFイ
ンスタンスのアドレスに基づいて目標となる第２のNFインスタンスにアクセスする、ステ
ップを含む。
【００１９】
　任意選択で、インスタンス情報は、第２のNFインスタンスの負荷情報を含み、それによ
って、第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスの負荷情報に基づいて複数の第２
のNFインスタンスのうちの目標となる第２のNFインスタンスを決定し、目標となる第２の
NFインスタンスのアドレスに基づいて目標となる第２のNFインスタンスにアクセスする。
【００２０】
　任意選択で、取得要求は、第１のNFインスタンスのNF種別をさらに含んでもよく、それ
によって、第２のNFRFは、第１のNFRFへ第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送信
する前に、第１のNFインスタンスのNF種別を検証し、それにより、異なったPLMN内のNFイ
ンスタンスのアクセスセキュリティを確実にする。
【００２１】
　他の可能な実装態様では、NFRFがPLMN内にNFインスタンスのインスタンス情報を格納で
きることを確実にするために、PLMN内にNFインスタンスが追加されるとき、追加されるNF
インスタンスは、NFRF内に登録されうる。方法は、NF登録要求を受信するステップであっ
て、NF登録要求は、登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報と、登録されるべ
きNFインスタンスが属するネットワーク・スライスのスライス情報とを含む、ステップと
、登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報と、登録されるべきNFインスタンス
が属するネットワーク・スライスのスライス情報とに基づいて、登録されるべきNFインス
タンスのインスタンス情報を生成するステップとを特に含む。
【００２２】
　任意選択で、登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報は、登録されるべきイ
ンスタンスの識別子と、登録されるべきインスタンスのNF種別と、登録されるべきインス
タンスのアドレスとのうちの少なくとも１つを含み、目標となるネットワーク・スライス
のスライス情報は、目標となるネットワーク・スライスの識別子と、目標となるネットワ
ーク・スライスの種別とのうちの少なくとも１つを含む。
【００２３】
　第２の態様によれば、本発明の一実施形態は、ネットワークアクセス制御方法を提供す
る。方法は、第２のPLMN内の第２のNFRFによって実行される。方法は、第２のNFRFによっ
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て、第１のNFRFによって送信される取得要求を受信するステップであって、取得要求は、
アクセスされるべきネットワーク機能NFインスタンスの種別と、アクセスされるべきネッ
トワーク・スライス識別子とを含む、ステップと、取得要求に基づいて、アクセスされる
べきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに
対応する第２のNFインスタンスのインスタンス情報を取得するステップと、第１のNFRFへ
第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送信するステップとを含みうる。
【００２４】
　上述のプロセスでは、第２のNFRFは、第２のPLMNのNFインスタンスを管理しうる。この
ようにして、第２のNFRFが第１のNFRFによって送信される取得要求を受信した後、第２の
NFRFは、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別とアクセスされるべきネットワーク
・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスのインスタンス情報を取得し、第１
のNFRFへ第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送信してもよく、それによって、第
１のPLMN内の第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスにアクセスしてもよく、そ
れにより、異なるPLMN内のNFインスタンスのアクセス信頼性を向上させる。
【００２５】
　１つの可能な実装態様では、第２のNFRFは、以下の実装態様を使用することによって、
取得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべ
きネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスのインスタンス情報
を取得する。すなわち、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされる
べきネットワーク・スライス識別子に対応する第２のNFインスタンスのアドレスおよび負
荷情報とを取得する。
【００２６】
　任意選択で、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネッ
トワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスのアドレスおよび負荷情報
を取得するステップの前に、方法は、
　アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・ス
ライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスの数を取得するステップと、
　第２のNFインスタンスの数が１よりも大きいならば、アクセスされるべきNFインスタン
スのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNF
インスタンスのアドレスおよび負荷情報を取得するステップを実行するステップとをさら
に含み、それによって、第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスの負荷情報に基
づいて、複数の第２のNFインスタンスから目標となる第２のNFインスタンスを選択しうる
。
【００２７】
　他の可能な実装態様では、取得要求は、第１のNFインスタンスのNF種別をさらに含み、
それに対応して、取得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、
アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスの
インスタンス情報を取得するステップの前に、方法は、
　アクセスされるべきNFインスタンスに対応する第１のNF種別の組を取得するステップで
あって、第１のNF種別の組の中の各NF種別は、アクセスされるべきNFインスタンスにアク
セスすることが許可されたNFインスタンスのNF種別である、取得するステップと、
　第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含むならば、アクセスされるべき
NFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応
する第２のNFインスタンスのインスタンス情報を取得するステップを実行するステップ、
または、第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含まないと決定されたなら
ば、第１のNFRFへ制限アクセス通知情報を送信し、それによって、第１のNFRFは、第１の
NFインスタンスへ制限アクセス通知情報を送信するステップとをさらに含み、それにより
、PLMNに亘るNFインスタンスのアクセスセキュリティを向上させる。
【００２８】
　第３の態様によれば、本発明の一実施形態は、ネットワーク制御方法を提供する。方法
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は、第１のNFインスタンスが第２のPLMN内でアクセスされるべきNFインスタンスのNF種別
のNFインスタンスにアクセスする必要があるとき、第１のNFインスタンスによって、アク
セスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきNFインスタンスが属する
ネットワーク・スライスのアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とを取得す
るステップと、第１のネットワーク機能管理モジュールNFRFへディスカバリ要求を送信す
るステップであって、送信要求は、第２のPLMNの識別子と、アクセスされるべきNFインス
タンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とを含み、それに
よって、第１のNFRFは、第２のPLMN内の第２のNFRFに、アクセスされるべきNFインスタン
スのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNF
インスタンスのインスタンス情報を要求するステップと、第１のNFインスタンスによって
、第１のNFRFによって送信される第２のNFインスタンスのインスタンス情報を受信するス
テップと、を含みうる。
【００２９】
　上述のプロセスでは、ディスカバリ要求を送信する前に、第１のNFインスタンスは、ア
クセスされるべきネットワーク・スライス識別子をまず取得し、第１のNFRFインスタンス
へ送信されるディスカバリ要求にアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を追
加し、それによって、第２のNFRFは、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別とアク
セスされるべきネットワーク・スライス識別子とに基づいて第２のNFインスタンスのイン
スタンス情報を取得することができ、第１のNFインスタンスは、第２のPLMN内の第２のNF
インスタンスにアクセスしうる。
【００３０】
　１つの可能な実装態様では、任意選択で、第１のNFインスタンスは、以下の実装態様を
使用することによって、アクセスされるべきNFインスタンスが属するネットワーク・スラ
イスのアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を取得してもよく、すなわち、
　第１のNFインスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・
スライス種別を取得するステップと、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいて、第１のネットワーク・スライス
種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を決定するステッ
プと、
　第２のネットワーク・スライス種別を、アクセスされるべきネットワーク・スライス識
別子として決定するステップとである。
【００３１】
　任意選択で、第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であるならば
、第１のNFインスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・
スライス種別は、第２のネットワーク・スライス種別として決定され、第１の機能種別に
対応するネットワーク機能のスライス種別は、全てのPLMNにおいて同じである。
【００３２】
　任意選択で、第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第２の機能種別であるならば
、ポリシー管理ユニットは、第２のネットワーク・スライス種別について要求され、第２
の機能種別に対応するネットワーク機能のスライス種別は、異なったPLMNにおいて異なる
。
【００３３】
　任意選択で、第１のNFインスタンスは、スライス種別取得要求を、ポリシー管理ユニッ
トへ送信し、ネットワーク・スライス取得要求は、第１のネットワーク・スライス種別と
、第２のPLMNの識別子とを含み、ポリシー管理ユニットによって送信され、第１のネット
ワーク・スライス種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別
を受信してもよい。
【００３４】
　第４の態様によれば、本発明の一実施形態は、ネットワークアクセス制御装置を提供し
、ネットワークアクセス制御装置は、第１のPLMN内の第１のNFRFに適用され、装置は、受
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信モジュール、処理モジュール、および送信モジュールを含み、
　受信モジュールは、第１のネットワーク機能NFインスタンスによって送信されるディス
カバリ要求を受信するよう構成され、ディスカバリ要求は、第２のPLMNの識別子と、アク
セスされるべきNFインスタンスのNF種別とを含み、
　処理モジュールは、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を取得するよう
構成され、
　送信モジュールは、第２のPLMNの識別子に対応する第２のNFRFへ取得要求を送信するよ
う構成され、取得要求は、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされ
るべきネットワーク・スライス識別子とを含み、
　受信モジュールは、第２のNFRによって送信される、アクセスされるべきNFインスタン
スのNF種別とアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFイ
ンスタンスのインスタンス情報を受信するよう構成され、
　送信モジュールは、第１のNFインスタンスへインスタンス情報を送信するよう構成され
る。
【００３５】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御装置は、上述の方法の
実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。装置の実装原理及び有益な効果は
、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されない。
【００３６】
　１つの可能な実装態様では、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子は、ア
クセスされるべきネットワーク・スライスの種別であるか、または、
　アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子は、アクセスされるべきネットワー
ク・スライスの種別とテナント識別子の組み合わせである。
【００３７】
　他の可能な実装態様では、ディスカバリ要求は、アクセスされるべきネットワーク・ス
ライス識別子を含み、それに対応して、処理モジュールは、
　ディスカバリ要求から、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を取得する
よう、特に構成される。
【００３８】
　他の可能な実装態様では、処理モジュールは、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別を取得し、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいてアクセスされるべきネットワーク
・スライス識別子を決定するよう、特に構成される。
【００３９】
　他の可能な実装態様では、処理モジュールは、
　第１のNFインスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・
スライス種別を取得し、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいて、第１のネットワーク・スライス
種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を決定し、
　第２のネットワーク・スライス種別を、アクセスされるべきネットワーク・スライス識
別子として決定するよう、特に構成される。
【００４０】
　他の可能な実装態様では、処理モジュールは、第１のNFインスタンスに対応する機能種
別が第１の機能種別であるならば、第１のNFインスタンスが属する第１のネットワーク・
スライスの第１のネットワーク・スライス種別を、第２のネットワーク・スライス種別と
して決定し、第１の機能種別に対応するネットワーク機能のスライス種別は、全てのPLMN
において同じであるよう、または、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第２の機能種別であるならば、ポリシー管
理ユニットに第２のネットワーク・スライス種別を要求し、第２の機能種別に対応するネ
ットワーク機能のスライス種別は、異なったPLMNにおいて異なるよう、特に構成される。
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【００４１】
　他の可能な実装態様では、送信モジュールは、ポリシー管理ユニットへスライス種別取
得要求を送信するようさらに構成され、ネットワーク・スライス取得要求は、第１のネッ
トワーク・スライス種別と、第２のPLMNの識別子とを含み、受信モジュールは、ポリシー
管理ユニットによって送信され、第１のネットワーク・スライス種別に対応する、第２の
PLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を受信するようさらに構成される。
【００４２】
　他の可能な実装態様では、インスタンス情報は、第２のNFインスタンスのアドレスを含
み、それに対応して、送信モジュールは、
　第１のNFインスタンスへインスタンス情報を送信し、それによって記第１のNFインスタ
ンスがインスタンス情報の中の第２のNFインスタンスのアドレスに基づいて第２のNFイン
スタンスにアクセスするよう特に構成される。
【００４３】
　他の可能な実装態様では、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別に対応する第２
のNFインスタンスの数は１よりも大きく、
　それに対応して、送信モジュールは、
　第１のNFインスタンスへ第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送信するステップ
であって、それによって第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスのうちの目標と
なる第２のNFインスタンスを決定し、目標となる第２のNFインスタンスのアドレスに基づ
いて目標となる第２のNFインスタンスにアクセスするよう特に構成される。
【００４４】
　他の可能な実装態様では、インスタンス情報は、第２のNFインスタンスの負荷情報を含
み、それによって、第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスの負荷情報に基づい
て、複数の第２のNFインスタンスのうちの目標となる第２のNFインスタンスを決定し、目
標となる第２のNFインスタンスのアドレスに基づいて目標となる第２のNFインスタンスに
アクセスする。
【００４５】
　他の可能な実装態様では、方法は、さらに以下を含み、すなわち、
　受信モジュールは、NF登録要求を受信するようさらに構成され、NF登録要求は、登録さ
れるべきNFインスタンスのインスタンス情報と、登録されるべきNFインスタンスが属する
ネットワーク・スライスのスライス情報とを含み、
　処理モジュールは、登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報と、登録される
べきNFインスタンスが属するネットワーク・スライスのスライス情報とに基づいて、登録
されるべきNFインスタンスのインスタンス情報を生成するようさらに構成される。
【００４６】
　他の可能な実装態様では、登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報は、登録
されるべきインスタンスの識別子と、登録されるべきインスタンスのNF種別と、登録され
るべきインスタンスのアドレスとのうちの少なくとも１つを含み、
　目標となるネットワーク・スライスのスライス情報は、目標となるネットワーク・スラ
イスの識別子と、目標となるネットワーク・スライスの種別とのうちの少なくとも１つを
含む。
【００４７】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御装置は、上述の方法の
実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。装置の実装原理及び有益な効果は
、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されない。
【００４８】
　第５の態様によれば、本発明の一実施形態は、他のネットワークアクセス制御装置を提
供し、ネットワーク制御装置は、第２のPLMN内の第２のNFRFに適用され、装置は、受信モ
ジュールと、処理モジュールと、送信モジュールとを含み、
　受信モジュールは、第１のNFRFによって送信される取得要求を受信するよう構成され、
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取得要求は、アクセスされるべきネットワーク機能NFインスタンスの種別とアクセスされ
るべきネットワーク・スライス識別子とを含み、
　処理モジュールは、取得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別
と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタン
スのインスタンス情報を取得する取得するよう構成され、
　送信モジュールは、第１のNFRFへ第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送信する
よう構成される。
【００４９】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御装置は、上述の方法の
実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。装置の実装原理及び有益な効果は
、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されない。
【００５０】
　１つの可能な実装態様では、処理モジュールは、
　アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・ス
ライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスのアドレスおよび負荷情報を取得するよ
う、特に構成される。
【００５１】
　他の可能な実装態様では、処理モジュールは、
　処理モジュールが、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべ
きネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスのアドレスおよび負
荷情報を取得する前に、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされる
べきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスの数を取得し、
　第２のNFインスタンスの数が１よりも大きいならば、アクセスされるべきNFインスタン
スのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNF
インスタンスのアドレスおよび負荷情報を取得するステップを実行するようさらに構成さ
れる。
【００５２】
　他の可能な実装態様では、取得要求は、第１のNFインスタンスのNF種別をさらに含み、
それに対応して、処理モジュールは、
　処理モジュールが、取得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別
と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタン
スのインスタンス情報を取得する前に、アクセスされるべきNFインスタンスに対応する第
１のNF種別の組を取得し、第１のNF種別の組の中の各NF種別は、アクセスされるべきNFイ
ンスタンスにアクセスすることが許可されたNFインスタンスのNF種別であり、
　第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含むならば、アクセスされるべき
NFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応
する第２のNFインスタンスのインスタンス情報を取得することを実行するよう、さらに構
成される。
【００５３】
　他の可能な実装態様では、送信モジュールは、第１のNF種別の組が第１のNFインスタン
スのNF種別を含まないと決定されたならば、第１のNFRFへ制限アクセス通知情報を送信し
、それによって、第１のNFRFは、第１のNFインスタンスへ制限アクセス通知情報を送信す
るよう、さらに構成される。
【００５４】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御装置は、上述の方法の
実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。装置の実装原理及び有益な効果は
、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されない。
【００５５】
　第６の態様によれば、本発明の一実施形態は、もう１つの他のネットワーク制御装置を
提供し、ネットワーク制御装置は、第１のNFインスタンスに適用され、装置は、処理モジ
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ュールと、送信モジュールと、受信モジュールとを含み、
　処理モジュールは、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべ
きNFインスタンスが属するネットワーク・スライスのアクセスされるべきネットワーク・
スライス識別子とを取得するよう構成され、
　送信モジュールは、第１のネットワーク機能管理モジュールNFRFへディスカバリ要求を
送信し、送信要求は、第２のPLMNの識別子と、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種
別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とを含み、それによって、第１
のNFRFは、第２のPLMN内の第２のNFRFに、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と
、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンス
のインスタンス情報を要求するよう構成され、
　受信モジュールは、第１のNFRFによって送信される第２のNFインスタンスのインスタン
ス情報を受信するよう構成される。
【００５６】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御装置は、上述の方法の
実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。装置の実装原理及び有益な効果は
、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されない。
【００５７】
　１つの可能な実装態様では、処理モジュールは、
　第１のNFインスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・
スライス種別を取得し、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいて、第１のネットワーク・スライス
種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を決定し、
　第２のネットワーク・スライス種別をアクセスされるべきネットワーク・スライス識別
子として決定するよう、特に構成される。
【００５８】
　他の可能な実装態様では、処理モジュールは、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であるならば、第１のNFイ
ンスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・スライス種別
を、第２のネットワーク・スライス種別として決定し、第１の機能種別に対応するネット
ワーク機能のスライス種別は、全てのPLMNにおいて同じであるよう、または、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第２の機能種別であるならば、ポリシー管
理ユニットに第２のネットワーク・スライス種別を要求し、第２の機能種別に対応するネ
ットワーク機能のスライス種別は、異なったPLMNにおいて異なるよう、特に構成される。
【００５９】
　他の可能な実装態様では、送信モジュールは、ポリシー管理ユニットへスライス種別取
得要求を送信するようさらに構成され、ネットワーク・スライス取得要求は、第１のネッ
トワーク・スライス種別と、第２のPLMNの識別子とを含み、
　受信モジュールは、ポリシー管理ユニットによって送信され、第１のネットワーク・ス
ライス種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を受信する
ようさらに構成される。
【００６０】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御装置は、上述の方法の
実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。装置の実装原理及び有益な効果は
、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されない。
【００６１】
　第７の態様によれば、本発明の一実施形態は、ネットワークアクセス制御デバイスを提
供し、ネットワークアクセス制御デバイスは、第１のPLMN内の第１のNFRFに適用され、デ
バイスは、受信器、プロセッサ、送信器、メモリ、および通信バスを含み、メモリは、プ
ログラムを格納するよう構成され、通信バスは、要素間の通信接続を実施するよう構成さ
れ、プロセッサは、メモリ内のプログラムを読み出し、対応する動作を行ってもよく、
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　受信器は、第１のネットワーク機能NFインスタンスによって送信されるディスカバリ要
求を受信するよう構成され、ディスカバリ要求は、第２のPLMNの識別子と、アクセスされ
るべきNFインスタンスのNF種別とを含み、
　プロセッサは、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を取得するよう構成
され、
　送信器は、第２のPLMNの識別子に対応する第２のNFRFへ取得要求を送信するよう構成さ
れ、取得要求は、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネ
ットワーク・スライス識別子とを含み、
　受信器は、第２のNFRによって送信される、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種
別とアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタン
スのインスタンス情報を受信するよう構成され、
　送信モジュールは、第１のNFインスタンスへインスタンス情報を送信するよう構成され
る。
【００６２】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御デバイスは、上述の方
法の実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。装置の実装原理及び有益な効
果は、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されない。
【００６３】
　可能な実装態様では、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子は、アクセス
されるべきネットワーク・スライスの種別であるか、または、
　アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子は、アクセスされるべきネットワー
ク・スライスの種別とテナント識別子の組み合わせである。
【００６４】
　他の可能な実装態様では、ディスカバリ要求は、アクセスされるべきネットワーク・ス
ライス識別子を含み、それに対応して、プロセッサは、
　ディスカバリ要求から、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を取得する
よう、特に構成される。
【００６５】
　他の可能な実装態様では、プロセッサは、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別を取得し、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいてアクセスされるべきネットワーク
・スライス識別子を決定するよう、特に構成される。
【００６６】
　他の可能な実装態様では、プロセッサは、
　第１のNFインスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・
スライス種別を取得し、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいて、第１のネットワーク・スライス
種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を決定し、
　第２のネットワーク・スライス種別を、アクセスされるべきネットワーク・スライス識
別子として決定するよう、特に構成される。
【００６７】
　他の可能な実装態様では、プロセッサは、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であるならば、第１のNFイ
ンスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・スライス種別
を、第２のネットワーク・スライス種別として決定し、第１の機能種別に対応するネット
ワーク機能のスライス種別は、全てのPLMNにおいて同じであるよう、または、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第２の機能種別であるならば、ポリシー管
理ユニットに第２のネットワーク・スライス種別を要求し、第２の機能種別に対応するネ
ットワーク機能のスライス種別は、異なったPLMNにおいて異なるよう、特に構成される。
【００６８】
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　他の可能な実装態様では、送信器は、ポリシー管理ユニットへスライス種別取得要求を
送信するようさらに構成され、ネットワーク・スライス取得要求は、第１のネットワーク
・スライス種別および第２のPLMNの識別子を含み、
　受信器は、ポリシー管理ユニットによって送信され、第１のネットワーク・スライス種
別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を受信するようさら
に構成される。
【００６９】
　他の可能な実装態様では、インスタンス情報は、第２のNFインスタンスのアドレスを含
み、それに対応して、送信器は、
　第１のNFインスタンスへインスタンス情報を送信し、それによって、第１のNFインスタ
ンスがインスタンス情報の中の第２のNFインスタンスのアドレスに基づいて第２のNFイン
スタンスにアクセスするよう特に構成される。
【００７０】
　他の可能な実装態様では、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別に対応する第２
のNFインスタンスの数は１よりも大きく、
　それに対応して、送信器は、
　第１のNFインスタンスへ第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送信するステップ
であって、それによって、第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスのうちの目標
となる第２のNFインスタンスを決定し、目標となる第２のNFインスタンスのアドレスに基
づいて目標となる第２のNFインスタンスにアクセスするよう特に構成される。
【００７１】
　他の可能な実装態様では、インスタンス情報は、第２のNFインスタンスの負荷情報を含
み、それによって、第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスの負荷情報に基づい
て、複数の第２のNFインスタンスのうちの目標となる第２のNFインスタンスを決定し、目
標となる第２のNFインスタンスのアドレスに基づいて目標となる第２のNFインスタンスに
アクセスする。
【００７２】
　他の可能な実装態様では、方法は、さらに以下を含み、
　受信器は、NF登録要求を受信するようさらに構成され、NF登録要求は、登録されるべき
NFインスタンスのインスタンス情報と、登録されるべきNFインスタンスが属するネットワ
ーク・スライスのスライス情報とを含み、
　プロセッサは、登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報と、登録されるべき
NFインスタンスが属するネットワーク・スライスのスライス情報とに基づいて、登録され
るべきNFインスタンスのインスタンス情報を生成するようさらに構成される。
【００７３】
　他の可能な実装態様では、登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報は、登録
されるべきインスタンスの識別子と、登録されるべきインスタンスのNF種別と、登録され
るべきインスタンスのアドレスとのうちの少なくとも１つを含み、
　目標となるネットワーク・スライスのスライス情報は、目標となるネットワーク・スラ
イスの識別子と、目標となるネットワーク・スライスの種別とのうちの少なくとも１つを
含む。
【００７４】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御デバイスは、上述の方
法の実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。装置の実装原理及び有益な効
果は、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されない。
【００７５】
　第８の態様によれば、本発明の一実施形態は、ネットワークアクセス制御デバイスを提
供し、ネットワークアクセス制御デバイスは、第２の公衆陸上移動ネットワークPLMN内の
第２のネットワーク機能マネージャNFRFに適用され、装置は、受信器、プロセッサ、およ
び送信器を含み、
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　受信器は、第１のNFRFによって送信される取得要求を受信するよう構成され、取得要求
は、アクセスされるべきネットワーク機能NFインスタンスの種別とアクセスされるべきネ
ットワーク・スライス識別子とを含み、
　プロセッサは、取得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、
アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスの
インスタンス情報を取得するよう構成され、
　送信器は、第１のNFRFへ第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送信するよう構成
される。
【００７６】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御デバイスは、上述の方
法の実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。デバイスの実装原理及び有益
な効果は、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されな
い。
【００７７】
　可能な実装態様では、プロセッサは、
　アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・ス
ライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスのアドレスおよび負荷情報を取得するよ
う、特に構成される。
【００７８】
　他の可能な実装態様では、プロセッサは、
　プロセッサが、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネ
ットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスのアドレスおよび負荷情
報を取得する前に、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべき
ネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスの数を取得し、
　第２のNFインスタンスの数が１よりも大きいならば、アクセスされるべきNFインスタン
スのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNF
インスタンスのアドレスおよび負荷情報を取得するステップを実行するようさらに構成さ
れる。
【００７９】
　他の可能な実装態様では、取得要求は、第１のNFインスタンスのNF種別をさらに含み、
それに対応して、プロセッサは、
　プロセッサが、取得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、
アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスの
インスタンス情報を取得する前に、アクセスされるべきNFインスタンスに対応する第１の
NF種別の組を取得し、第１のNF種別の組の中の各NF種別は、アクセスされるべきNFインス
タンスにアクセスすることが許可されたNFインスタンスのNF種別であり、
　第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含むならば、アクセスされるべき
NFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応
する第２のNFインスタンスのインスタンス情報を取得することを実行するよう、さらに構
成される。
【００８０】
　他の可能な実装態様では、送信器は、第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種
別を含まないと決定されたならば、第１のNFRFへ制限アクセス通知情報を送信し、それに
よって、第１のNFRFは、第１のNFインスタンスへ制限アクセス通知情報を送信するよう、
さらに構成される。
【００８１】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御デバイスは、上述の方
法の実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。デバイスの実装原理及び有益
な効果は、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されな
い。
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【００８２】
　第９の態様によれば、本発明の一実施形態は、ネットワーク制御デバイスを提供し、ネ
ットワーク制御デバイスは、第１のネットワーク機能NFインスタンスに適用され、装置は
、プロセッサと、送信器と、受信器とを含み、
　プロセッサは、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきNF
インスタンスが属するネットワーク・スライスのアクセスされるべきネットワーク・スラ
イス識別子とを取得するよう構成され、
　送信器は、第１のネットワーク機能管理モジュールNFRFへディスカバリ要求を送信する
よう構成され、送信要求は、第２のPLMNの識別子と、アクセスされるべきNFインスタンス
のNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とを含み、それによって
、第１のNFRFは、第２のPLMN内の第２のNFRFに、アクセスされるべきNFインスタンスのNF
種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインス
タンスのインスタンス情報を要求し、
　受信器は、第１のNFRFによって送信される第２のNFインスタンスのインスタンス情報を
受信するよう構成される。
【００８３】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御デバイスは、上述の方
法の実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。デバイスの実装原理及び有益
な効果は、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されな
い。
【００８４】
　１つの可能な実装態様では、プロセッサは、
　第１のNFインスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・
スライス種別を取得し、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいて、第１のネットワーク・スライス
種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を決定し、
　第２のネットワーク・スライス種別をアクセスされるべきネットワーク・スライス識別
子として決定するよう、特に構成される。
【００８５】
　他の可能な実装態様では、プロセッサは、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であるならば、第１のNFイ
ンスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・スライス種別
を、第２のネットワーク・スライス種別として決定し、第１の機能種別に対応するネット
ワーク機能のスライス種別は、全てのPLMNにおいて同じであるよう、または、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第２の機能種別であるならば、ポリシー管
理ユニットに第２のネットワーク・スライス種別を要求し、第２の機能種別に対応するネ
ットワーク機能のスライス種別は、異なったPLMNにおいて異なるよう、特に構成される。
【００８６】
　他の可能な実装態様では、送信器は、ポリシー管理ユニットへスライス種別取得要求を
送信するようさらに構成され、ネットワーク・スライス取得要求は、第１のネットワーク
・スライス種別と、第２のPLMNの識別子とを含み、受信器は、ポリシー管理ユニットによ
って送信され、第１のネットワーク・スライス種別に対応する、第２のPLMN内の、第２の
ネットワーク・スライス種別を受信するようさらに構成される。
【００８７】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御デバイスは、上述の方
法の実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。デバイスの実装原理及び有益
な効果は、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されな
い。
【００８８】
　第１０の態様によれば、本発明の一実施形態は、ネットワーク制御システムを提供する
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。ネットワーク制御システムは、第７の態様乃至第９の態様によるネットワーク制御デバ
イスを含む。
【００８９】
　本発明の実施形態において提供されるネットワークアクセス制御方法、装置、およびデ
バイスによれば、第１のNFRFは、第１のPLMN内に配置され、第２のNFRFは、第２のPLMN内
に配置され、第１のNFRFは、第１のPLMN内のNFインスタンスのインスタンス情報を格納す
るよう構成され、第２のNFRFは、第２のPLMN内のNFインスタンスのインスタンス情報を格
納するよう構成される。第１のPLMN内の第１のNFインスタンスが第２のPLMN内の第２のNF
インスタンスにアクセスする必要があるとき、第１のPLMN内の第１のNFインスタンスが第
２のPLMN内のNFインスタンスにアクセスしてもよいことを確実にするよう、第１のNFイン
スタンスは、第１のNFRFおよび第２のNFRFに基づいて第２のNFインスタンスのインスタン
ス情報を取得し、第２のNFインスタンスのインスタンス情報に基づいて第２のNFインスタ
ンスにアクセスしてもよく、それにより、異なるPLMN内のNFインスタンスのアクセス信頼
性を向上させる。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御方法の適用シナリオの概略
図である。
【図２】本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御方法の概略フローチャート
１である。
【図３】本発明の一実施形態によるNFインスタンス内にNFRFを登録するための方法の概略
フローチャートである。
【図４】本発明の一実施形態によるアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を
取得するための方法の概略フローチャートである。
【図５】本発明の一実施形態によるアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を
検証するための方法の概略フローチャートである。
【図６Ａ】図６Ａおよび図６Ｂは、本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御
方法の概略フローチャート２である。
【図６Ｂ】図６Ａおよび図６Ｂは、本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御
方法の概略フローチャート２である。
【図７Ａ】図７Ａおよび図７Ｂは、本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御
方法の概略フローチャート３である。
【図７Ｂ】図７Ａおよび図７Ｂは、本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御
方法の概略フローチャート３である。
【図８Ａ】図８Ａおよび図８Ｂは、本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御
方法の概略フローチャート４である。
【図８Ｂ】図８Ａおよび図８Ｂは、本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御
方法の概略フローチャート４である。
【図９】本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御装置の概略構造図である。
【図１０】本発明の一実施形態による他のネットワークアクセス制御装置の概略構造図で
ある。
【図１１】本発明の一実施形態によるもう１つの他のネットワーク制御装置の概略構造図
である。
【図１２】本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御デバイスの概略構造図で
ある。
【図１３】本発明の一実施形態による他のネットワークアクセス制御デバイスの概略構造
図である。
【図１４】本発明の一実施形態によるもう１つの他のネットワークアクセス制御デバイス
の概略構造図である。
【発明を実施するための形態】
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【００９１】
　本発明の実施形態の目的、技術的な解決手段、および利点をより明らかとするために、
以下は、本発明の実施形態において添付の図面を参照して本発明の実施形態における技術
的な解決手段を明確に説明する。明らかに、説明された実施形態は、本発明の実施形態の
うちのいくつかであるが、すべてではない。本発明の実施形態に基づいてこの分野におい
て通常の知識を有する者によって創造的な努力なしに得られるすべての他の実施形態は、
本発明の保護範囲に含まれるものとする。

【００９２】
　図１は、本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御方法の適用シナリオの概
略図である。図１を参照するに、第１のPLMN 101及び第２のPLMN 102が含まれる。第１の
PLMN 101は、複数のネットワーク・スライス1011と、第１のNFRF 1012とを含み、第２のP
LMN 102は、複数のネットワーク・スライス1021と、第２のNFRF 1022とを含む。複数のNF
インスタンスは、各ネットワーク・スライス内に配置される。第１のNFRF 1012は、第１
のPLMN 101のネットワーク・スライス1011内のNFインスタンスを管理してもよく、第２の
NFRF 1022は、第２のPLMN 102のネットワーク・スライス1021内のNFインスタンスを管理
してもよい。
【００９３】
　本願において、第１のPLMN 101内のNFインスタンスが第２のPLMN内のNFインスタンスに
アクセスする必要があるとき、第１のPLMN 101内のNFインスタンスは、第１のNFRF 1012
および第２のNFRF 1022を使用することによって、第２のPLMN 102内のアクセスされる必
要があるNFインスタンスの情報（例えば、NFインスタンスが属するネットワーク・スライ
スの種別）を取得し、アクセスされる必要があるNFインスタンスの情報に基づいて、アク
セスされる必要があるNFインスタンスにアクセスしてもよい。
【００９４】
　任意選択で、第１のPLMN 101内のNFインスタンスが第２のPLMN内のNFインスタンスにア
クセスする必要があるシナリオは、端末デバイスによって使用されるSIMカードが第２のP
LMNに対応する運用者によって提供され、端末デバイスが第１のPLMN内に位置する場合、
サービスが端末デバイスのために提供される必要があるとき、第１のPLMN 101内のNFイン
スタンスが第２のPLMN内のNFインスタンスにアクセスする必要があり、第１のPLMN 101内
のNFインスタンスは、端末デバイスのためにサービスを提供するために、第２のPLMN内の
NFインスタンスと相互作用を行うというものであってもよい。もちろん、第１のPLMN 101
内のNFインスタンスが第２のPLMN内のNFインスタンスにアクセスする必要があるシナリオ
は、他のシナリオをさらに含みうる。これは、本発明において特に制限されない。
【００９５】
　本願において、各PLMNのために対応するNFRFが配置され、NFRFは、PLMNのネットワーク
・スライス内のNFインスタンスを管理してもよく、それによって、PLMN内のNFインスタン
スは、NFRFを使用することによって他のPLMN内のNFインスタンスにアクセスしてもよく、
それにより、異なるPLMN内のNFインスタンスのアクセス信頼性を向上させる。
【００９６】
　本願の本実施形態において第１のPLMNと第２のPLMNとは、実質的に同じであることに留
意すべきである。説明の容易性のため、ローミング後の端末デバイスに対応するPLMNは、
第１のPLMNと称され、ローミング前の端末デバイスに対応するPLMNは、第２のPLMNと称さ
れる。もちろん、第１のPLMNは、それに代えて、ローミング前の他の端末デバイスに対応
するPLMNであってもよく、第２のPLMNは、それに代えて、ローミング後の他の端末デバイ
スに対応するPLMNであってもよい。同様に、説明の容易性のため、第１のPLMNに対応する
NFRFは、第１のNFRFと称され、第２のPLMNに対応するNFRFは、第２のNFRFと称され、第１
のPLMN内のNFは、第１のNFと称され、第２のPLMN内のNFは、第２のNFと称される。
【００９７】
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　以下の具体的な実施形態は、詳細に、本願において示される技術的な解決手段を示す。
以下のいくつかの具体的な実施形態は、互いに組み合わされてもよいことに留意すべきで
ある。同一のまたは類似の概念又はプロセスは、いくつかの実施形態では再び説明されな
いことがある。
【００９８】
　図２は、本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御方法の概略フローチャー
ト１である。図２を参照するに、方法は、以下のステップを含みうる。
【００９９】
　S201: 第１のNFインスタンスは、第１のNFRFへディスカバリ要求を送信し、ディスカバ
リ要求は、第２のPLMNの識別子と、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別とを含む
。
【０１００】
　S202: 第１のNFRFは、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を取得する。
【０１０１】
　S203: 第１のNFRFは、第２のPLMNの識別子に対応する第２のNFRFへ取得要求を送信し、
取得要求は、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネット
ワーク・スライス識別子とを含む。
【０１０２】
　S204: 第２のNFRFは、取得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種
別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する、第２のNFインス
タンスのインスタンス情報を取得する。
【０１０３】
　S205: 第２のNFRFは、第１のNFRFへ第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送信す
る。
【０１０４】
　S206: 第１のNFRFは、第１のNFインスタンスへ第２のNFインスタンスのインスタンス情
報を送信する。
【０１０５】
　図２に示す実施形態では、第１のNFRFは、第１のPLMNに対応するNFRFであり、第１のNF
インスタンスは、第１のPLMNの任意のネットワーク・スライス内の任意のNFインスタンス
であり、第２のNFRFは、第２のPLMNに対応するNFRFであり、第１のPLMNと第２のPLMNは、
異なったPLMNである。
【０１０６】
　実際の適用プロセスでは、端末デバイスが第２のPLMN（第２のPLMNは端末デバイスのた
めにサービスを提供する）に対応すると仮定すると、第１のPLMN内の第１のNFインスタン
スが端末デバイスのためにサービスを提供するプロセスにおいて、第１のNFインスタンス
が第２のPLMN内のNFインスタンスにアクセスする必要があるとき、端末デバイスが第１の
PLMN内でローミングするならば、第１のNFインスタンスは、第１のNFRFへディスカバリ要
求を送信する。ディスカバリ要求は、第２のPLMNの識別子と、アクセスされるべきNFイン
スタンスのNF種別とを含む。ディスカバリ要求は、第２のPLMN内のNFインスタンスへのア
クセスを要求するために使用される。具体的には、NFインスタンスのNF種別は、NFインス
タンスによって所有されているネットワーク機能の種別であり、例えば、モビリティ管理
機能、パケット・データ・セッション接続管理機能、ユーザ認証機能、およびポリシー管
理機能である。
【０１０７】
　第１のNFRFが第１のNFによって送信されるディスカバリ要求を受信した後、第１のNFRF
は、ディスカバリ要求から、第２のPLMNの識別子と、アクセスされるべきNFインスタンス
のNF種別とを取得し、第２のPLMNの識別子に対応する第２のNFRFと、アクセスされるべき
NFインスタンスに対応するNFインスタンスが属するネットワーク・スライスの識別子（ア
クセスされるべきネットワーク・スライス識別子）を決定する。第１のNFRFは、第２のNF
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RFへ取得要求を送信する。取得要求は、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、
アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とを含む。任意選択で、アクセスされ
るべきネットワーク・スライス識別子は、アクセスされるべきネットワーク・スライスの
種別であってもよく、または、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子は、ア
クセスされるべきネットワーク・スライスの種別とテナント識別子の組み合わせであって
もよい。具体的には、アクセスされるべきネットワーク・スライスがテナントへ貸し出さ
れたネットワーク・スライスであるならば、アクセスされるべきネットワーク・スライス
識別子は、アクセスされるべきネットワーク・スライスの種別とテナント識別子の組み合
わせであってもよい。アクセスされるべきネットワーク・スライスが運用者の一般的なネ
ットワーク・スライス（非レンタル・ネットワーク・スライス)であるならば、アクセス
されるべきネットワーク・スライス識別子は、アクセスされるべきネットワーク・スライ
スの種別であってもよい。
【０１０８】
　第２のNFRFが第１のNFRFによって送信される取得要求を受信した後、第２のNFRFは、取
得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべき
ネットワーク・スライス識別子とに対応する、第２のNFインスタンスのインスタンス情報
を取得する。任意選択で、第２のNFRFは、第２のPLMNのすべてのネットワーク・スライス
内のすべてのNFインスタンスのインスタンス情報を格納する。第２のNFRFは、格納された
インスタンス情報から、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされる
べきネットワーク・スライス識別子とに基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスの
NF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する、第２のNFイ
ンスタンスのインスタンス情報を取得しうる。任意選択で、インスタンス情報は、NFイン
スタンスのアドレス情報、負荷情報等を含みうる。インスタンス情報の中に含まれる内容
は、実際の要件に依存して設定されうる。これは、本発明において特に制限されない。任
意選択で、第２のNFRFによって取得される第２のNFインスタンスの数は、１つ以上であり
うる。
【０１０９】
　第２のNFRFが第２のNFインスタンスのインスタンス情報を取得した後、第２のNFRFは、
第１のNFRFへ第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送信し、それによって、第１の
NFRFは、第１のNFインスタンスへインスタンス情報を送信し、第１のNFインスタンスは、
受信されたインスタンス情報に基づいて第２のNFインスタンスにアクセスする。任意選択
で、第２のNFインスタンスのインスタンス情報は、第２のNFインスタンスのアドレスを含
む。これに対応して、第１のNFインスタンスは、インスタンス情報の中の第２のNFインス
タンスのアドレスに基づいて第２のNFインスタンスにアクセスしうる。
【０１１０】
　任意選択で、第２のNFRFによって取得される第２のNFインスタンスの数が１であるとき
、第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスのインスタンス情報に直接基づいて第
２のNFインスタンスにアクセスしうる。第２のNFRFによって取得される第２のNFインスタ
ンスの数が１よりも大きいとき、第２のNFRFは、複数の第２のNFインスタンスから目標と
なる第２のNFインスタンスを選択し、目標となる第２のNFインスタンスのインスタンス情
報に基づいて目標となる第２のNFインスタンスにアクセスしうる。
【０１１１】
　任意選択で、インスタンス情報は、第２のNFインスタンスの負荷情報をさらに含んでも
よく、それによって、第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスの負荷情報に基づ
いて、目標となる第２のNFインスタンスを選択してもよい。例えば、第１のNFインスタン
スは、最小の負荷を有する第２のNFインスタンスを目標となる第２のNFインスタンスとし
て決定してもよい。任意選択で、インスタンス情報は、第２のNFインスタンスの優先度を
さらに含んでもよく、それによって、第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスの
優先度に基づいて目標となる第２のNFインスタンスを選択しうる。例えば、第１のNFイン
スタンスは、最も高い優先度を有する第２のNFインスタンスを目標となる第２のNFインス



(23) JP 6768942 B2 2020.10.14

10

20

30

40

50

タンスとして決定してもよい。もちろん、インスタンス情報が第２のNFインスタンスの情
報、例えば、負荷情報および優先度を含まないならば、第１のNFインスタンスは、代わり
に、第２のNFインスタンスのうちのいずれか１つを目標となる第２のNFインスタンスとし
て決定しうる。
【０１１２】
　本発明の本実施形態において提供されるネットワークアクセス制御方法によれば、第１
のNFRFは、第１のPLMN内に配置され、第２のNFRFは、第２のPLMN内に配置され、第１のNF
RFは、第１のPLMN内のNFインスタンスのインスタンス情報を格納するよう構成され、第２
のNFRFは、第２のPLMN内のNFインスタンスのインスタンス情報を格納するよう構成される
。第１のPLMN内の第１のNFインスタンスが第２のPLMN内の第２のNFインスタンスにアクセ
スする必要があるとき、第１のPLMN内の第１のNFインスタンスが第２のPLMN内のNFインス
タンスにアクセスしてもよいことを確実にするよう、第１のNFインスタンスは、第１のNF
RFおよび第２のNFRFを使用することによって第２のNFインスタンスのインスタンス情報を
取得し、第２のNFインスタンスのインスタンス情報に基づいて第２のNFインスタンスにア
クセスしてもよく、それにより、異なるPLMN内のNFインスタンスのアクセス信頼性を向上
させる。
【０１１３】
　図２に示す実施形態では、NFRFがPLMN内のすべてのNFインスタンスのすべてのインスタ
ンス情報を格納できることを確実にするために、NFインスタンスがPLMN内に追加されると
き、追加されるNFインスタンスがNFRF内に登録されてもよい。NFRFは、任意のPLMNに対応
するNFRFでありうる。NFインスタンスがNFRF内に登録されるプロセスは、図３に示す実施
形態を使用することによって、以下に詳細に説明される。
【０１１４】
　図３は、本発明の一実施形態によるNFインスタンス内にNFRFを登録するための方法の概
略フローチャートである。図３を参照するに、方法は、以下のステップを含みうる。
【０１１５】
　S301: NF登録要求を受信し、NF登録要求は、登録されるべきNFインスタンスのインスタ
ンス情報と、登録されるべきNFインスタンスが属するネットワーク・スライスのスライス
情報とを含む。
【０１１６】
　S302: 登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報と、登録されるべきNFインス
タンスが属するネットワーク・スライスのスライス情報とに基づいて、登録されるべきNF
インスタンスのインスタンス情報を生成する。
【０１１７】
　図３に示す実施形態において、PLMN内の各ネットワーク・スライスは、スライス管理ユ
ニットに対応しうる。ユーザがNFインスタンスをネットワーク・スライス内に追加する必
要があるとき、ユーザは、スライス管理ユニットを使用することによってNF登録要求を入
力してもよく、それによって、スライス管理ユニットは、NFRFへNF登録要求を送信する。
NF登録要求は、登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報と、登録されるべきNF
インスタンスが属するネットワーク・スライスのスライス情報とを含む。任意選択で、登
録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報は、登録されるべきインスタンスの識別
子と、登録されるべきインスタンスのNF種別と、登録されるべきインスタンスのアドレス
とのうちの少なくとも１つを含み、目標となるネットワーク・スライスのスライス情報は
、目標となるネットワーク・スライスの識別子と、目標となるネットワーク・スライスの
種別とのうちの少なくとも１つを含む。
【０１１８】
　NF登録要求を受信した後、NFRFは、登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報
と、登録されるべきNFインスタンスが属するネットワーク・スライスのスライス情報とに
基づいて、登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報を生成し、インスタンス情
報およびスライス情報は、登録要求の中にある。任意選択で、登録されるべきNFインスタ
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ンスのインスタンス情報を生成した後、NFRFは、生成された登録されるべきNFインスタン
スのインスタンス情報をスライス管理ユニットへフィードバックしてもよい。任意選択で
、NFRFは、登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報を、テーブルといった形式
で格納しうる。
【０１１９】
　例えば、NFRFは、表１を使用することによって、対応するPLMN内にNFインスタンスのイ
ンスタンス情報を格納してもよい。
【０１２０】
【表１】

【０１２１】
　表１は、NFRFがPLMN内のNFインスタンスのインスタンス情報を格納する形式、およびイ
ンスタンス情報に含まれる内容の一例のみを示し、格納形式およびインスタンス情報に含
まれる内容を限定することを意図しないことに留意すべきである。実際の適用プロセスで
は、格納形式およびインスタンス情報に含まれる内容は、実際の要件に依存して設定され
うる。
【０１２２】
　上述のプロセスでは、NFインスタンスがPLMN内に追加されるとき、追加されるNFインス
タンスはNFRF内に登録され、それによって、NFRFは、追加されるNFインスタンスのインス
タンス情報を生成する。このようにして、NFRFがPLMN内のNFインスタンスのインスタンス
情報を格納できることが確実とされることができる。
【０１２３】
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　上述の実施形態のいずれか１つに基づいて、第１のNFRFは、以下の２つの実現可能な実
装態様を使用することによって、アクセスされるべきNFインスタンスに対応するアクセス
されるべきネットワーク・スライス識別子を取得しうる。
【０１２４】
　１つの実現可能な実装態様では、第１のNFインスタンスが第１のNFRFへディスカバリ要
求を送信するとき、第１のNFインスタンスは、アクセスされるべきネットワーク・スライ
ス識別子を取得し、ディスカバリ要求に、アクセスされるべきネットワーク・スライス識
別子を追加し、それにより、第１のNFRFは、ディスカバリ要求から、アクセスされるべき
ネットワーク・スライス識別子を取得することができる。
【０１２５】
　他の実現可能な実装態様では、第１のNFRFは、第１のNFインスタンスに対応する機能種
別に基づいて、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を決定する。
【０１２６】
　上述の２つの実現可能な実装態様では、第１のNFインスタンスまたは第１のNFRFは、以
下の実現可能な実装態様を使用することによって、アクセスされるべきネットワーク・ス
ライス識別子を取得しうる。具体的には、図４に示す実施形態を参照されたい。
【０１２７】
　図４は、本発明の一実施形態によるアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子
を取得するための方法の概略フローチャートである。図４を参照するに、方法は、以下の
ステップを含みうる。
【０１２８】
　S401: 第１のNFインスタンスに対応する機能種別と、第１のNFインスタンスが属する第
１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・スライス種別とを取得する。
【０１２９】
　S402: 第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であるかどうかを判
定する。
【０１３０】
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であるならば、S403および
S406を実行する。
【０１３１】
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別でないならば、S404からS4
06を実行する。
【０１３２】
　S403: 第１のネットワーク・スライス種別を、第１のネットワーク・スライス種別に対
応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別として決定する。
【０１３３】
　S404: ポリシー管理ユニットへスライス種別取得要求を送信し、ネットワーク・スライ
ス取得要求は、第１のネットワーク・スライス種別と第２のPLMNの識別子とを含む。
【０１３４】
　S405: ポリシー管理ユニットによって送信され、第１のネットワーク・スライス種別に
対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を受信する。
【０１３５】
　S406: 第２のネットワーク・スライス種別を、アクセスされるべきネットワーク・スラ
イス識別子として決定する。
【０１３６】
　図４に示す実施形態は、第１のNFインスタンスまたは第１のNFRFによって実行されうる
。第１のNFインスタンスが、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子をディス
カバリ要求に追加する必要があるとき、第１のNFインスタンスは、図４の実施形態におい
て示す方法を使用することによってアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を
取得しうる。第１のNFRFによって受信されるディスカバリ要求がアクセスされるべきネッ
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トワーク・スライス識別子を含まないとき、第１のNFRFは、図４の実施形態において示す
方法を使用することによってアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を取得し
うる。
【０１３７】
　実際の適用プロセスでは、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子が取得さ
れる必要があるとき、第１のNFインスタンスに対応する機能種別がまず取得される。機能
種別は、第１の機能種別および第２の機能種別を含みうる。第１の機能種別に対応するネ
ットワーク機能のスライス種別は、すべてのPLMNにおいて同じであり、第２の機能種別に
対応するネットワーク機能のスライス種別は、異なったPLMNにおいて異なる。任意選択で
、機能種別は、NFインスタンスの属性情報である。第２のNFインスタンスの機能種別は、
第１のNFインスタンスの属性情報から取得されうる。
【０１３８】
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が取得された後、第１のNFインスタンスに対
応する機能種別が第１の機能種別であるかどうかが判定される。
【０１３９】
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であるならば、第１のNFイ
ンスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・スライス種別
が取得され、第１のネットワーク・スライス種別は、第１のネットワーク・スライス種別
に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別として決定され、、第
２のネットワーク・スライス種別は、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子
として決定される。
【０１４０】
　あるいは、第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第２の機能種別であるならば、
ポリシー管理ユニットは、第１のネットワーク・スライス種別に対応する、第２のPLMN内
の、第２のネットワーク・スライス種別を要求される。任意選択で、スライス種別取得要
求は、ポリシー管理ユニットへ送信されてもよい。ネットワーク・スライス取得要求は、
第１のネットワーク・スライス種別と、第２のPLMNの識別子とを含み、ポリシー管理ユニ
ットによって送信され、第１のネットワーク・スライス種別に対応する、第２のPLMN内の
、第２のネットワーク・スライス種別が受信される。任意選択で、ポリシー管理ユニット
は、異なったPLMN内のネットワーク・スライス間の対応関係を格納する。任意選択で、対
応関係は、表２に示される。
【０１４１】
【表２】

【０１４２】
　表２は、異なったPLMN内のネットワーク・スライス間の対応関係と、対応関係について
のポリシー管理ユニットの格納形式の一例のみを示し、対応関係および対応関係の格納形
式を限定することを意図しないことに留意すべきである。実際の適用プロセスでは、対応
関係および対応関係の格納形式は、実際の要件に依存して設定されうる。
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【０１４３】
　上述のプロセスでは、アクセスされるべきNFインスタンスに対応するアクセスされるべ
きネットワーク・スライス識別子は、第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づい
て正確に取得されてもよく、それにより、異なるPLMN内のNFインスタンスのアクセス信頼
性をさらに向上させる。
【０１４４】
　上述の実施形態のいずれか１つに基づいて、NFインスタンスのアクセスセキュリティを
確実にするために、第１のNFRFが、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アク
セスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスのイン
スタンス情報を取得する前に、第１のNFインスタンスが、アクセスされるべきNFインスタ
ンス（第２のNFインスタンス）にアクセスする許可を有するかどうかがさらに検証されて
もよい。具体的には、図５に示す実施形態を参照されたい。
【０１４５】
　図５は、本発明の一実施形態による第１のNFインスタンスのアクセス許可を検証するた
めの方法の概略フローチャートである。図５を参照するに、方法は、以下のステップを含
みうる。
【０１４６】
　S501: アクセスされるべきNFインスタンスに対応する第１のNF種別の組を取得し、第１
のNF種別の組の中の各NF種別は、アクセスされるべきNFインスタンスにアクセスすること
が許可されたNFインスタンスのNF種別である。
【０１４７】
　S501: 第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含むかどうかを判定する。
【０１４８】
　第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含むならば、S503を実行する。
【０１４９】
　第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含まないならば、S504を実行する
。
【０１５０】
　S503: アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワー
ク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスのインスタンス情報を取得する。
【０１５１】
　S504: 第１のNFRFへ制限アクセス通知情報を送信し、それによって、第１のNFRFは、第
１のNFインスタンスへ制限アクセス通知情報を送信する。
【０１５２】
　図５に示す実施形態において、第１のNFRFによって第２のNFRFへ送信される取得要求は
、第１のNFインスタンスのNF種別をさらに含む。このようにして、取得要求を取得した後
、第２のNFRFは、アクセスされるべきNFインスタンスに対応する第１のNF種別の組をまず
取得し、第１のNF種別の組の中の各NF種別は、アクセスされるべきNFインスタンスにアク
セスすることが許可されたNFインスタンスのNF種別であり、第１のNF種別の組が第１のNF
インスタンスのNF種別を含むかどうかを判定する。
【０１５３】
　第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含むならば、このことは第１のNF
インスタンスが、アクセスされるべきNFインスタンスにアクセスする許可を有することを
示す。第２のNFRFインスタンスは、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別とアクセ
スされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスのインス
タンス情報を取得することを続ける。
【０１５４】
　第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含まないならば、このことは第１
のNFインスタンスが、アクセスされるべきNFインスタンスにアクセスする許可を有さない
ことを示す。第２のNFRFは、第１のNFRFへ制限アクセス通知情報を送信し、それによって
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、第１のNFRFは、第１のNFインスタンスへ制限アクセス通知情報を送信する。
【０１５５】
　上述の実施形態において示すネットワークアクセス制御方法は、図６Ａおよび図６Ｂ乃
至図８Ａおよび図８Ｂに示す実施形態を使用することによって以下に詳細に説明される。
図６Ａおよび図６Ｂに示す実施形態において、第１のNFインスタンスによって第１のNFRF
へ送信されるディスカバリ要求は、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を
含む。図７Ａおよび図７Ｂに示す実施形態において、第１のNFインスタンスによって第１
のNFRFへ送信されるディスカバリ要求は、アクセスされるべきネットワーク・スライス識
別子を含まず、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子は、第１のNFRFによっ
て取得される。
【０１５６】
　図６Ａおよび図６Ｂは、本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御方法の概
略フローチャート2である。図６Ａおよび図６Ｂを参照するに、方法は、以下のステップ
を含む。
【０１５７】
　S601: 第１のNFインスタンスは、第１のNFインスタンスに対応する機能種別を取得する
。
【０１５８】
　S602: 第１のNFインスタンスは、第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機
能種別であるかどうかを判定する。
【０１５９】
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であるならば、S603を実行
する。
【０１６０】
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別でないならば、S604を実行
する。
【０１６１】
　S603: 第１のNFインスタンスは、第１のネットワーク・スライス種別を、第１のネット
ワーク・スライス種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別
として決定する。
【０１６２】
　S603の後にS606を実行する。
【０１６３】
　S604: 第１のNFインスタンスは、ポリシー管理ユニットへネットワーク・スライス識別
子取得要求を送信し、ネットワーク・スライス取得要求は、第１のネットワーク・スライ
ス種別と第２のPLMNの識別子とを含む。
【０１６４】
　S605: ポリシー管理ユニットは、第１のNFインスタンスへ、第１のネットワーク・スラ
イス種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を送信する。
【０１６５】
　S606: 第１のNFインスタンスは、第２のネットワーク・スライス種別を、アクセスされ
るべきネットワーク・スライス識別子として決定する。
【０１６６】
　S607: 第１のNFインスタンスは、第１のNFRFへディスカバリ要求を送信し、ディスカバ
リ要求は、第２のPLMNの識別子と、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アク
セスされるべきネットワーク・スライス識別子とを含む。
【０１６７】
　S608: 第１のNFRFは、ディスカバリ要求から、アクセスされるべきNFインスタンスのNF
種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とを取得し、取得要求を生成
し、取得要求は、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネ
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ットワーク・スライス識別子とを含む。
【０１６８】
　S609: 第１のNFRFは、第２のPLMNの識別子に対応する第２のNFRFへ取得要求を送信する
。
【０１６９】
　S610: 第２のNFRFは、取得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種
別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタ
ンスのインスタンス情報を取得する。
【０１７０】
　S611: 第２のNFRFは、第１のNFRFへ第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送信す
る。
【０１７１】
　S612: 第１のNFRFは、第１のNFインスタンスへ第２のNFインスタンスのインスタンス情
報を送信する。
【０１７２】
　S613: 第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスの数が１よりも大きいかどうか
を判定する。
【０１７３】
　第２のNFインスタンスの数が１よりも大きいならば、S614を実行する。
【０１７４】
　第２のNFインスタンスの数が１よりも大きくないならば、S615を実行する。
【０１７５】
　S614: 第１のNFインスタンスは、複数の第２のNFインスタンスから目標となる第２のNF
インスタンスを選択する。
【０１７６】
　S615: 第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスを目標となる第２のNFインスタ
ンスとして決定する。
【０１７７】
　S616: 第１のNFインスタンスは、目標となる第２のNFインスタンスへアクセス要求を送
信する。
【０１７８】
　S617: 第２のNFインスタンスは、第１のNFインスタンスへアクセス応答を送信する。
【０１７９】
　図６Ａおよび図６Ｂに示す実施形態において、第１のNFインスタンスが第２のPLMN内の
NFインスタンスにアクセスする必要があるとき、第１のNFインスタンスは、第１のNFRFへ
ディスカバリ要求を送信する。第１のNFRFがNFインスタンスを迅速に取得することを可能
とするために、第１のNFインスタンスが第１のNFRFへディスカバリ要求を送信するとき、
第１のNFインスタンスは、アクセスされるべきNFインスタンスに対応するネットワーク・
スライスの識別子（アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子）をまず決定する
。具体的には、第１のNFインスタンスは、S601乃至S606を実行することによって、アクセ
スされるべきネットワーク・スライス識別子を決定する。S601乃至S606の具体的な説明の
ため、S401乃至S407を参照してもよいことに留意すべきである。詳細は、ここでは再度説
明されない。
【０１８０】
　ディスカバリ要求を受信した後、第１のNFRFは、ディスカバリ要求から、アクセスされ
るべきNFインスタンスのNF種別とアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とを
取得し、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別とアクセスされるべきネットワーク
・スライス識別子とを含む取得要求を生成し、第２のPLMNの識別子に対応する第２のNFRF
へ取得要求を送信する。
【０１８１】
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　第２のNFRFは、取得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、
アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスの
インスタンス情報を取得し、第１のNFRFへ第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送
信する。任意選択で、第２のPLMNは、取得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインス
タンスのNF種別とアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２の
NFインスタンスの数を決定してもよく、第２のNFインスタンスの数が１であるならば、第
２のNFインスタンスのインスタンス情報は第２のNFインスタンスのアドレスを含むと決定
し、または、第２のNFインスタンスの数が１よりも大きいならば、第２のNFインスタンス
のインスタンス情報は、各第２のNFインスタンスのアドレスと、第２のNFインスタンスの
負荷情報とを含むと決定してもよい。
【０１８２】
　第２のNFインスタンスのインスタンス情報を受信した後、第１のNFRFは、第１のNFイン
スタンスへ第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送信する。任意選択で、インスタ
ンス情報は、第２のNFインスタンスのアドレス、負荷情報、優先度等を含みうる。インス
タンス情報の中に含まれる具体的な内容は、実際の要件に依存して設定されうる。第１の
NFインスタンスは、第２のNFインスタンスの数が１よりも大きいかどうかを判定する。第
２のNFインスタンスの数が数が１よりも大きいならば、第１のNFインスタンスは、複数の
第２のNFインスタンスから目標となる第２のNFインスタンスを選択する。任意選択で、第
１のNFインスタンスは、最小の負荷を有するインスタンスを目標となる第２のNFインスタ
ンスとして決定してもよい。第２のNFインスタンスの負荷数が１よりも大きくないならば
、第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスを目標となる第２のNFインスタンスと
して直接決定し、目標となる第２のNFインスタンスへアクセス要求を送信する。第２のNF
インスタンスのアクセス応答を受信した後、第１のNFインスタンスは第２のNFインスタン
スにアクセスしうる。
【０１８３】
　図６Ａおよび図６Ｂの実施形態に示すネットワーク制御方法において、いくつかのステ
ップは、同様の機能を有するステップと置き換えられてもよいことに留意すべきである。
これは、本発明において特に制限されない。
【０１８４】
　上述のプロセスにおいて、第１のNFは、第１のNFRFの負荷を減少させるために、アクセ
スされるべきネットワーク・スライス識別子を決定し、第１のNFRFによって第２のNFイン
スタンスのインスタンス情報を取得する効率を向上させる。
【０１８５】
　図７Ａおよび図７Ｂは、本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御方法の概
略フローチャート３である。図７Ａおよび図７Ｂを参照するに、方法は以下のステップを
含みうる。
【０１８６】
　S701: 第１のNFインスタンスは、第１のNFRFへディスカバリ要求を送信し、ディスカバ
リ要求は、第２のPLMNの識別子と、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別とを含む
。
【０１８７】
　S702: 第１のNFRFは、第１のNFインスタンスに対応する機能種別を取得する。
【０１８８】
　S703: 第１のNFRFは、第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であ
るかどうかを判定する。
【０１８９】
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であるならば、S704を実行
する。
【０１９０】
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別でないならば、S705を実行
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する。
【０１９１】
　S704: 第１のNFRFは、第１のネットワーク・スライス種別を、第１のネットワーク・ス
ライス種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別として決定
する
【０１９２】
　S704の後にS707を実行する。
【０１９３】
　S705: 第１のNFRFは、ポリシー管理ユニットへネットワーク・スライス識別子取得要求
を送信し、ネットワーク・スライス取得要求は、アクセスされるべき第１のネットワーク
・スライス種別と第２のPLMNの識別子とを含む。
【０１９４】
　S706: ポリシー管理ユニットは、第１のNFRFへ、第１のネットワーク・スライス種別に
対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を送信する。
【０１９５】
　S707: 第１のNFRFは、第２のネットワーク・スライス種別を、アクセスされるべきネッ
トワーク・スライス識別子として決定する。
【０１９６】
　S708: 第１のNFRFは、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされる
べきネットワーク・スライス識別子とに基づいて取得要求を生成し、取得要求は、アクセ
スされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識
別子とを含む。
【０１９７】
　S709: 第１のNFRFは、第２のPLMNの識別子に対応する第２のNFRFへ取得要求を送信する
。
【０１９８】
　S710: 第２のNFRFは、取得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種
別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタ
ンスのインスタンス情報を取得する。
【０１９９】
　S711: 第２のNFRFは、第１のNFRFへ第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送信す
る。
【０２００】
　S712: 第１のNFRFは、第１のNFインスタンスへ第２のNFインスタンスのインスタンス情
報を送信する。
【０２０１】
　S713: 第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスの数が１よりも大きいかどうか
を判定する。
【０２０２】
　第２のNFインスタンスの数が１よりも大きいならば、S614を実行する。
【０２０３】
　第２のNFインスタンスの数が１よりも大きくないならば、S615を実行する。
【０２０４】
　S714: 第１のNFインスタンスは、複数の第２のNFインスタンスから目標となる第２のNF
インスタンスを選択する。
【０２０５】
　S715: 第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスを目標となる第２のNFインスタ
ンスとして決定する。
【０２０６】
　S716: 第１のNFインスタンスは、目標となる第２のNFインスタンスへアクセス要求を送
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信する。
【０２０７】
　S717: 第２のNFインスタンスは、第１のNFインスタンスへアクセス応答を送信する。
【０２０８】
　図７Ａおよび図７Ｂに示す実施形態において、第２のPLMN内のNFインスタンスにアクセ
スする必要があるとき、第１のNFインスタンスは、第１のNFRFへディスカバリ要求を送信
する。ディスカバリ要求は、第２のPLMNの識別子と、アクセスされるべきNFインスタンス
のNF種別とを含む。
【０２０９】
　ディスカバリ要求を受信した後、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別に対応す
るNFインスタンスを取得するために、第１のNFRFは、アクセスされるべきNFインスタンス
に対応するネットワーク・スライスの識別子（アクセスされるべきネットワーク・スライ
ス識別子）を決定する必要がある。具体的には、第１のNFRFは、S702乃至S707を実行する
ことによって、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を決定する。S702乃至
S707の具体的な説明のため、S401乃至S407を参照してもよく、S709乃至S717の具体的な説
明のため、S609乃至S617を参照してもよいことに留意すべきである。詳細は、ここでは再
度説明されない。
【０２１０】
　図７Ａおよび図７Ｂの実施形態に示すネットワーク制御方法において、いくつかのステ
ップは、同様の機能を有するステップと置き換えられてもよいことに留意すべきである。
これは、本発明において特に制限されない。
【０２１１】
　上述のプロセスにおいて、第１のNFRFは、アクセスされるべきネットワーク・スライス
識別子を決定し、第１のNFの機能および構造に比較的多数の改善を行う必要がなく、それ
により、費用が低減される。
【０２１２】
　図６Ａおよび図６Ｂまたは図７Ａおよび図７Ｂに示す実施形態に基づいて、取得要求は
、第１のNFインスタンスのNF種別をさらに含んでもよく、それによって、第２のNFRFは、
第１のNFのために第２のNFインスタンスのインスタンス情報を提供する前に第１のNFイン
スタンスのNF種別をまず検証する。説明の容易性のため、図７Ａおよび図７Ｂに示す実施
形態に基づき、この実装態様は、図８Ａおよび図８Ｂに示す実施形態を用いて詳細に説明
される。
【０２１３】
　図８Ａおよび図８Ｂは、本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御方法の概
略フローチャート４である。図８Ａおよび図８Ｂを参照するに、方法は以下のステップを
含みうる。
【０２１４】
　S801: 第１のNFインスタンスは、第１のNFRFへディスカバリ要求を送信し、ディスカバ
リ要求は、第２のPLMNの識別子と、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別とを含む
。
【０２１５】
　S802: 第１のNFRFは、第１のNFインスタンスに対応する機能種別を取得する。
【０２１６】
　S803: 第１のNFRFは、第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であ
るかどうかを判定する
【０２１７】
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であるならば、S804を実行
する。
【０２１８】
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別でないならば、S805を実行
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する。
【０２１９】
　S804: 第１のNFRFは、第１のネットワーク・スライス種別を、第１のネットワーク・ス
ライス種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別として決定
する。
【０２２０】
　S804の後にS807を実行する。
【０２２１】
　S805: 第１のNFRFは、ポリシー管理ユニットへネットワーク・スライス識別子取得要求
を送信し、ネットワーク・スライス取得要求は、アクセスされるべき第１のネットワーク
・スライス種別と第２のPLMNの識別子とを含む。
【０２２２】
　S806: 第１のNFRFは、ポリシー管理ユニットによって送信され、第１のネットワーク・
スライス種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を受信す
る。
【０２２３】
　S807: 第１のNFRFは、第２のネットワーク・スライス種別を、アクセスされるべきネッ
トワーク・スライス識別子として決定する。
【０２２４】
　S808: 第１のNFRFは、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別、アクセスされるべ
きネットワーク・スライス識別子、および第１のNFインスタンスのNF種別に基づいて取得
要求を生成し、取得要求は、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別、アクセスされ
るべきネットワーク・スライス識別子、および第１のNFインスタンスのNF種別を含む。
【０２２５】
　S809: 第１のNFRFは、第２のPLMNの識別子に対応する第２のNFRFへ取得要求を送信する
。
【０２２６】
　S810: 第２のNFRFは、アクセスされるべきNFインスタンスに対応する第１のNF種別の組
を取得し、第１のNF種別の組の中の各NF種別は、アクセスされるべきNFインスタンスにア
クセスすることが許可されたNFインスタンスのNF種別である。
【０２２７】
　S811: 第２のNFRFは、第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含むかどう
かを判定する。
【０２２８】
　第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含むならば、S814乃至S821を実行
する。
【０２２９】
　第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含まないならば、S812およびS813
を実行する。
【０２３０】
　S812: 第２のNFRFは、第１のNFRFへ制限アクセス通知情報を送信する。
【０２３１】
　S813: 第１のNFRFは、第１のNFインスタンスへ制限アクセス通知情報を送信する。
【０２３２】
　S814: 第２のNFRFは、取得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種
別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタ
ンスのインスタンス情報を取得する。
【０２３３】
　S815: 第２のNFRFは、第１のNFRFへ第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送信す
る。
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【０２３４】
　S816: 第１のNFRFは、第１のNFインスタンスへ第２のNFインスタンスのインスタンス情
報を送信する。
【０２３５】
　S817: 第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスの数が１よりも大きいかどうか
を判定する。
【０２３６】
　第２のNFインスタンスの数が１よりも大きいならば、S818を実行する。
【０２３７】
　第２のNFインスタンスの数が１よりも大きくないならば、S819を実行する。
【０２３８】
　S818: 第１のNFインスタンスは、複数の第２のNFインスタンスから目標となる第２のNF
インスタンスを選択する。
【０２３９】
　S819: 第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスを目標となる第２のNFインスタ
ンスとして決定する。
【０２４０】
　S820: 第１のNFインスタンスは、目標となる第２のNFインスタンスへアクセス要求を送
信する。
【０２４１】
　S821: 第２のNFインスタンスは、第１のNFインスタンスへアクセス応答を送信する。
【０２４２】
　図８Ａおよび図８Ｂに示す実施形態において、S801乃至S807の具体的な説明のため、S7
01乃至S707を参照してもよい。詳細は、ここでは再度説明されない。
【０２４３】
　S808において、第１のNFRFは、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別、アクセス
されるべきネットワーク・スライス識別子、および第１のNFインスタンスの種別に基づい
て取得要求を生成し、取得要求は、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別、アクセ
スされるべきネットワーク・スライス識別子、および第１のNFインスタンスの種別を含み
、第２のNFRFへ取得要求を送信する。
【０２４４】
　第２のNFRFは、アクセスされるべきNFインスタンスに対応する第１のNF種別の組を取得
し、第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含むかどうかを判定する。
【０２４５】
　第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含むならば、このことは第１のNF
インスタンスがアクセスされるべきNFインスタンスにアクセスする許可を有することを示
す。S814乃至S821を実行する。S814乃至S821の具体的な説明のため、S710乃至S716を参照
してもよい。詳細は、ここでは再度説明されない。
【０２４６】
　第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含まないならば、このことは第１
のNFインスタンスがアクセスされるべきNFインスタンスにアクセスする許可を有さないこ
とを示す。第２のNFRFは、第１のNFRFへ制限アクセス通知情報を送信し、第１のNFRFは、
第１のNFはアクセスされるべきNFインスタンスのNF種別に対応するNFインスタンスへアク
セスする許可を有さないことを通知するために、第１のNFインスタンスへ制限アクセス通
知情報を送信する。
【０２４７】
　図８Ａおよび図８Ｂの実施形態において示すネットワーク制御方法では、いくつかのス
テップは、同様の機能を有するステップと置き換えられてもよいことに留意すべきである
。これは、本発明において特に制限されない。
【０２４８】
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　図８Ａおよび図８Ｂに示す実施形態において、第１のNFインスタンスのために第２のPL
MN内のNFインスタンスのインスタンス情報を提供する前に、第２のNFRFは、第１のNFイン
スタンスがアクセス許可を有するかどうかをまず検証し、第１のNFインスタンスがアクセ
ス許可を有すると決定するときは、第１のNFインスタンスのために第２のPLMN内のNFイン
スタンスのインスタンス情報を提供し、それにより、PLMNに亘るNFインスタンスのアクセ
スセキュリティを向上させる。
【０２４９】
　上述の実施形態のいずれか１つに基づいて、第２のNFRFへ取得要求を送信するとき、第
１のNFRFはまた、第１のNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきNFインスタンス
のNF種別（アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を除く）とを取得要求に追
加してもよく、それによって、第２のNFRFは、第１のNFインスタンスが属する第１のネッ
トワーク・スライスの第１のネットワーク・スライス種別を取得し、ポリシー管理ユニッ
トに、第１のネットワーク・スライス種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワ
ーク・スライス種別を要求し、第２のネットワーク・スライス種別をアクセスされるべき
ネットワーク・スライス識別子として決定することに留意すべきである。第２のNFRFがポ
リシー管理ユニットに第２のネットワーク・スライス種別を要求するプロセスは、第１の
NFRFがポリシー管理ユニットに第２のネットワーク・スライス種別を要求するプロセスと
同じである。詳細は、ここでは再度説明されない。
【０２５０】
　図９は、本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御装置の概略構造図である
。ネットワークアクセス制御装置は、第１のPLMN内の第１のNFRFに適用される。図９を参
照するに、装置は、受信モジュール１１、処理モジュール１２、および送信モジュール１
３を含む。
【０２５１】
　受信モジュール１１は、第１のネットワーク機能NFインスタンスによって送信されるデ
ィスカバリ要求を受信するよう構成され、ディスカバリ要求は、第２のPLMNの識別子と、
アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別とを含む。
【０２５２】
　処理モジュール１２は、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を取得する
よう構成される。
【０２５３】
　送信モジュール１３は、第２のPLMNの識別子に対応する第２のNFRFへ取得要求を送信す
るよう構成され、取得要求は、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセス
されるべきネットワーク・スライス識別子とを含む。
【０２５４】
　受信モジュール１１は、第２のNFRによって送信される、アクセスされるべきNFインス
タンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２
のNFインスタンスのインスタンス情報を受信するよう構成される。
【０２５５】
　送信モジュール１３は、第１のNFインスタンスへインスタンス情報を送信するよう構成
される。
【０２５６】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御装置は、上述の方法の
実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。装置の実装原理及び有益な効果は
、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されない。
【０２５７】
　１つの可能な実装態様では、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子は、ア
クセスされるべきネットワーク・スライスの種別であるか、または、
　アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子は、アクセスされるべきネットワー
ク・スライスの種別とテナント識別子の組み合わせである。
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【０２５８】
　他の可能な実装態様では、ディスカバリ要求は、アクセスされるべきネットワーク・ス
ライス識別子を含み、それに対応して、処理モジュール１２は、
　ディスカバリ要求から、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を取得する
よう、特に構成される。
【０２５９】
　他の可能な実装態様では、処理モジュール１２は、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別を取得し、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいて、アクセスされるべきネットワー
ク・スライス識別子を決定するよう、特に構成される。
【０２６０】
　他の可能な実装態様では、処理モジュール１２は、
　第１のNFインスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・
スライス種別を取得し、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいて、第１のネットワーク・スライス
種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を決定し、
　第２のネットワーク・スライス種別を、アクセスされるべきネットワーク・スライス識
別子として決定するよう、特に構成される。
【０２６１】
　他の可能な実装態様では、処理モジュール１２は、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であるならば、第１のNFイ
ンスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・スライス種別
を、第２のネットワーク・スライス種別として決定し、第１の機能種別に対応するネット
ワーク機能のスライス種別は、全てのPLMNにおいて同じであるよう、または、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第２の機能種別であるならば、ポリシー管
理ユニットに第２のネットワーク・スライス種別を要求し、第２の機能種別に対応するネ
ットワーク機能のスライス種別は、異なったPLMNにおいて異なるよう、特に構成される。
【０２６２】
　他の可能な実装態様では、送信モジュール１３は、ポリシー管理ユニットへスライス種
別取得要求を送信するようさらに構成され、ネットワーク・スライス取得要求は、第１の
ネットワーク・スライス種別と、第２のPLMNの識別子とを含み、
　受信モジュール１１は、ポリシー管理ユニットによって送信され、第１のネットワーク
・スライス種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を受信
するようさらに構成される。
【０２６３】
　他の可能な実装態様では、インスタンス情報は第２のNFインスタンスのアドレスを含み
、それに対応して、送信モジュール１３は、
　第１のNFインスタンスへインスタンス情報を送信し、それによって、第１のNFインスタ
ンスは、インスタンス情報の中の第２のNFインスタンスのアドレスに基づいて第２のNFイ
ンスタンスにアクセスするよう、特に構成される。
【０２６４】
　他の可能な実装態様では、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別に対応する第２
のNFインスタンスの数は１よりも大きく、
　これに対応して、送信モジュール１３は、
　第２のNFインスタンスのインスタンス情報を第１のNFインスタンスへ送信し、それによ
って、第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスのうちの目標となる第２のNFイン
スタンスを決定し、目標となる第２のNFインスタンスのアドレスに基づいて、目標となる
第２のNFインスタンスにアクセスするよう、特に構成される。
【０２６５】
　他の可能な実装態様では、インスタンス情報は、第２のNFインスタンスの負荷情報を含
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み、それによって、第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスの負荷情報に基づい
て、複数の第２のNFインスタンスのうちの目標となる第２のNFインスタンスを決定し、目
標となる第２のNFインスタンスのアドレスに基づいて、目標となる第２のNFインスタンス
にアクセスする。
【０２６６】
　他の可能な実装態様では、方法は、
　受信モジュール１１がNF登録要求を受信するようさらに構成され、NF登録要求は、登録
されるべきNFインスタンスのインスタンス情報と、登録されるべきNFインスタンスが属す
るネットワーク・スライスのスライス情報とを含み、
　処理モジュール１２が、登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報と、登録さ
れるべきNFインスタンスが属するネットワーク・スライスのスライス情報とに基づいて、
登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報を生成するようさらに構成される、こ
とをさらに含む。
【０２６７】
　他の可能な実装態様では、登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報は、
　登録されるべきインスタンスの識別子、登録されるべきインスタンスのNF種別、および
、登録されるべきインスタンスのアドレスのうちの少なくとも１つを含み、
　目標となるネットワーク・スライスのスライス情報は、目標となるネットワーク・スラ
イスの識別子と、目標となるネットワーク・スライスの種別とのうちの少なくとも１つを
含む。
【０２６８】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御装置は、上述の方法の
実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。装置の実装原理及び有益な効果は
、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されない。
【０２６９】
　図１０は、本発明の一実施形態による他のネットワークアクセス制御装置の概略構造図
である。ネットワーク制御装置は、第２のPLMN内の第２のNFRFに適用される。図１０を参
照するに、装置は、受信モジュール２１、処理モジュール２２、および送信モジュール２
３を含む。
【０２７０】
　受信モジュール２１は、第１のNFRFによって送信される取得要求を受信するよう構成さ
れ、取得要求は、アクセスされるべきネットワーク機能NFインスタンスの種別と、アクセ
スされるべきネットワーク・スライス識別子とを含む。
【０２７１】
　処理モジュール２２は、取得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスのNF
種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインス
タンスのインスタンス情報を取得するよう構成される。
【０２７２】
　送信モジュール２３は、第２のNFインスタンスのインスタンス情報を第１のNFRFへ送信
するよう構成される。
【０２７３】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御装置は、上述の方法の
実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。装置の実装原理及び有益な効果は
、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されない。
【０２７４】
　１つの可能な実装態様では、処理モジュール２２は、
　アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・ス
ライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスのアドレスおよび負荷情報を取得するよ
う、特に構成される。
【０２７５】
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　他の可能な実装態様では、処理モジュール２２は、
　処理モジュール２２が、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされ
るべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスのアドレスおよ
び負荷情報を取得する前に、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスさ
れるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスの数を取得し
、
　第２のNFインスタンスの数が１よりも大きいならば、アクセスされるべきNFインスタン
スのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNF
インスタンスのアドレスおよび負荷情報を取得するステップを実行するよう、さらに構成
される。
【０２７６】
　他の可能な実装態様では、取得要求は、第１のNFインスタンスのNF種別をさらに含み、
それに対応して、処理モジュール２２は、
　処理モジュール２２が、取得要求に基づき、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種
別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタ
ンスのインスタンス情報を取得する前に、アクセスされるべきNFインスタンスに対応する
第１のNF種別の組を取得し、第１のNF種別の組の中の各NF種別は、アクセスされるべきNF
インスタンスにアクセスすることが許可されたNFインスタンスのNF種別であり、
　第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含むならば、アクセスされるべき
NFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応
する第２のNFインスタンスのインスタンス情報を取得するステップを実行するよう、さら
に構成される。
【０２７７】
　他の可能な実装態様では、送信モジュール２３は、第１のNF種別の組が、第１のNFイン
スタンスのNF種別を含まないと決定されたならば、第１のNFRFへ制限アクセス通知情報を
送信し、それによって、第１のNFRFは、第１のNFインスタンスへ制限アクセス通知情報を
送信するよう、さらに構成される。
【０２７８】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御装置は、上述の方法の
実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。装置の実装原理及び有益な効果は
、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されない。
【０２７９】
　図１１は、本発明の一実施形態によるもう１つの他のネットワーク制御装置の概略構造
図である。ネットワーク制御装置は、第１のNFインスタンスに適用される。図１１を参照
するに、装置は、処理モジュール３１、送信モジュール３２、および受信モジュール３３
を含む。
【０２８０】
　処理モジュール３１は、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされ
るべきNFインスタンスが属するネットワーク・スライスのアクセスされるべきネットワー
ク・スライス識別子とを取得するよう構成される。
【０２８１】
　送信モジュール３２は、第１のネットワーク機能管理モジュールNFRFへディスカバリ要
求を送信するよう構成され、送信要求は、第２のPLMNの識別子、アクセスされるべきNFイ
ンスタンスのNF種別、およびアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を含み、
それによって、第１のNFRFは、第２のPLMN内の第２のNFRFに対して、アクセスされるべき
NFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応
する第２のNFインスタンスのインスタンス情報を要求する。
【０２８２】
　受信モジュール３３は、第１のNFRFによって送信された第２のNFインスタンスのインス
タンス情報を受信するよう構成される。
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【０２８３】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御装置は、上述の方法の
実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。装置の実装原理及び有益な効果は
、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されない。
【０２８４】
　１つの可能な実装態様では、処理モジュール３１は、
　第１のNFインスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・
スライス種別を取得し、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいて、第１のネットワーク・スライス
種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を決定し、
　第２のネットワーク・スライス種別を、アクセスされるべきネットワーク・スライス識
別子として決定するよう、特に構成される。
【０２８５】
　他の可能な実装態様では、処理モジュール３１は、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であるならば、第１のNFイ
ンスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・スライス種別
を、第２のネットワーク・スライス種別として決定し、第１の機能種別に対応するネット
ワーク機能のスライス種別は、全てのPLMNにおいて同じであるよう、または、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第２の機能種別であるならば、ポリシー管
理ユニットに第２のネットワーク・スライス種別を要求し、第２の機能種別に対応するネ
ットワーク機能のスライス種別は、異なったPLMNにおいて異なるよう、特に構成される。
【０２８６】
　他の可能な実装態様では、送信モジュール３２は、ポリシー管理ユニットへスライス種
別取得要求を送信するようさらに構成され、ネットワーク・スライス取得要求は、第１の
ネットワーク・スライス種別と、第２のPLMNの識別子とを含み、
　受信モジュール３３は、ポリシー管理ユニットによって送信され、第１のネットワーク
・スライス種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を受信
するようさらに構成される。
【０２８７】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御装置は、上述の方法の
実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。装置の実装原理及び有益な効果は
、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されない。
【０２８８】
　図１２は、本発明の一実施形態によるネットワークアクセス制御デバイスの概略構造図
である。ネットワークアクセス制御デバイスは、第１のPLMN内の第１のNFRFに適用される
。図１２を参照するに、デバイスは、受信器４１、プロセッサ４２、送信器４３、メモリ
４４、および通信バス４５を含む。メモリ４４は、プログラムを格納するよう構成され、
通信バス４５は、要素間の通信接続を実施するよう構成され、プロセッサ４２は、メモリ
４４内のプログラムを読み出し、対応する動作を実行してもよい。
【０２８９】
　受信器４１は、第１のネットワーク機能NFインスタンスによって送信されるディスカバ
リ要求を受信するよう構成され、ディスカバリ要求は、第２のPLMNの識別子と、アクセス
されるべきNFインスタンスのNF種別とを含む。
【０２９０】
　プロセッサ４２は、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を取得するよう
構成される。
【０２９１】
　送信器４３は、第２のPLMNの識別子に対応する第２のNFRFへ取得要求を送信するよう構
成され、取得要求は、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべ
きネットワーク・スライス識別子とを含む。
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【０２９２】
　受信器４１は、第２のNFRによって送信される、アクセスされるべきNFインスタンスのN
F種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFイン
スタンスのインスタンス情報を受信するよう構成される。
【０２９３】
　送信器４３は、第１のNFインスタンスへインスタンス情報を送信するよう構成される。
【０２９４】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御デバイスは、上述の方
法の実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。デバイスの実装原理及び有益
な効果は、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されな
い。
【０２９５】
　１つの可能な実装態様では、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子は、ア
クセスされるべきネットワーク・スライスの種別であるか、または、
アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子は、アクセスされるべきネットワーク
・スライスの種別とテナント識別子の組み合わせである。
【０２９６】
　他の可能な実装態様では、ディスカバリ要求は、アクセスされるべきネットワーク・ス
ライス識別子を含み、それに対応して、プロセッサ４２は、
　ディスカバリ要求から、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を取得する
よう、特に構成される。
【０２９７】
　他の可能な実装態様では、プロセッサ４２は、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別を取得し、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいて、アクセスされるべきネットワー
ク・スライス識別子を決定するよう、特に構成される。
【０２９８】
　他の可能な実装態様では、プロセッサ４２は、
　第１のNFインスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・
スライス種別を取得し、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいて、第１のネットワーク・スライス
種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を決定し、
　第２のネットワーク・スライス種別を、アクセスされるべきネットワーク・スライス識
別子として決定するよう、特に構成される。
【０２９９】
　他の可能な実装態様では、プロセッサ４２は、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であるならば、第１のNFイ
ンスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・スライス種別
を、第２のネットワーク・スライス種別として決定し、第１の機能種別に対応するネット
ワーク機能のスライス種別は、全てのPLMNにおいて同じであるよう、または、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第２の機能種別であるならば、ポリシー管
理ユニットに第２のネットワーク・スライス種別を要求し、第２の機能種別に対応するネ
ットワーク機能のスライス種別は、異なったPLMNにおいて異なるよう、特に構成される。
【０３００】
　他の可能な実装態様では、送信器４３は、ポリシー管理ユニットへスライス種別取得要
求を送信するようさらに構成され、ネットワーク・スライス取得要求は、第１のネットワ
ーク・スライス種別と、第２のPLMNの識別子とを含み、
　受信器４１は、ポリシー管理ユニットによって送信され、第１のネットワーク・スライ
ス種別に対応する、第２のPLMN内の、第２のネットワーク・スライス種別を受信するよう
さらに構成される。
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【０３０１】
　他の可能な実装態様では、インスタンス情報は、第２のNFインスタンスのアドレスを含
み、それに対応して、送信器４３は、
　第１のNFインスタンスへインスタンス情報を送信し、それによって、第１のNFインスタ
ンスは、インスタンス情報の中の第２のNFインスタンスのアドレスに基づいて第２のNFイ
ンスタンスにアクセスするよう、特に構成される。
【０３０２】
　他の可能な実装態様では、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別に対応する第２
のNFインスタンスの数は１よりも大きく、
　これに対応して、送信器４３は、
　第１のNFインスタンスへ第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送信し、それによ
って第１のNFインスタンスが第２のNFインスタンスのうちの目標となる第２のNFインスタ
ンスを決定し、目標となる第２のNFインスタンスのアドレスに基づいて目標となる第２の
NFインスタンスにアクセスするよう、特に構成される。
【０３０３】
　他の可能な実装態様では、インスタンス情報は、第２のNFインスタンスの負荷情報を含
み、それによって第１のNFインスタンスは、第２のNFインスタンスの負荷情報に基づいて
、複数の第２のNFインスタンスのうちの目標となる第２のNFインスタンスを決定し、目標
となる第２のNFインスタンスのアドレスに基づいて目標となる第２のNFインスタンスにア
クセスする。
【０３０４】
　他の可能な実装態様では、方法は、
　受信器４１は、NF登録要求を受信するようさらに構成され、NF登録要求は、登録される
べきNFインスタンスのインスタンス情報と、登録されるべきNFインスタンスが属するネッ
トワーク・スライスのスライス情報とを含み、
　プロセッサ４２は、
　登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報と、登録されるべきNFインスタンス
が属するネットワーク・スライスのスライス情報とに基づいて、登録されるべきNFインス
タンスのインスタンス情報を生成するようさらに構成される、
　ことをさらに含む。
【０３０５】
　他の可能な実装態様では、登録されるべきNFインスタンスのインスタンス情報は、登録
されるべきインスタンスの識別子、登録されるべきインスタンスのNF種別、および登録さ
れるべきインスタンスのアドレスのうちの少なくとも１つを含み、
　目標となるネットワーク・スライスのスライス情報は、目標となるネットワーク・スラ
イスの識別子と、目標となるネットワーク・スライスの種別とのうちの少なくとも１つを
含む。
【０３０６】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御デバイスは、上述の方
法の実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。デバイスの実装原理及び有益
な効果は、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されな
い。
【０３０７】
　図１３は、本発明の一実施形態による他のネットワークアクセス制御デバイスの概略構
造図である。ネットワークアクセス制御デバイスは、第２のPLMN内の第２のNFRFに適用さ
れる。図１３を参照するに、デバイスは、受信器５１、プロセッサ５２、送信器５３、メ
モリ５４、および通信バス５５を含む。メモリ５４は、プログラムを格納するよう構成さ
れ、通信バス５５は、要素間の通信接続を実施するよう構成され、プロセッサ５２は、メ
モリ５４内のプログラムを読み出し、対応する動作を実行してもよい。
【０３０８】
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　受信器５１は、第１のNFRFによって送信される取得要求を受信するよう構成され、取得
要求は、アクセスされるべきネットワーク機能NFインスタンスのNF種別と、アクセスされ
るべきネットワーク・スライス識別子とを含む。
【０３０９】
　プロセッサ５２は、取得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別
と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタン
スのインスタンス情報を取得するよう構成される。
【０３１０】
　送信器５３は、第１のNFRFへ第２のNFインスタンスのインスタンス情報を送信するよう
構成される。
【０３１１】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御デバイスは、上述の方
法の実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうるデバイスの実装原理及び有益な
効果は、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されない
。
【０３１２】
　１つの可能な実装態様では、プロセッサ５２は、
　アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・ス
ライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスのアドレスおよび負荷情報を取得するよ
う特に構成される。
【０３１３】
　他の可能な実装態様では、プロセッサ５２は、
　プロセッサ５２が、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべ
きネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスのアドレスおよび負
荷情報を取得する前に、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされる
べきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタンスの数を取得し、
　第２のNFインスタンスの数が１よりも大きいならば、
アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スラ
イス識別子とに対応する第２のNFインスタンスのアドレスおよび負荷情報を取得するステ
ップを実行するよう、さらに構成される。
【０３１４】
　他の可能な実装態様では、取得要求は、第１のNFインスタンスのNF種別をさらに含み、
それに対応して、プロセッサ５２は、
　プロセッサ５２が、取得要求に基づいて、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別
と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２のNFインスタン
スのインスタンス情報を取得する前に、アクセスされるべきNFインスタンスに対応する第
１のNF種別の組を取得し、第１のNF種別の組の中の各NF種別は、アクセスされるべきNFイ
ンスタンスにアクセスすることが許可されたNFインスタンスのNF種別であり、
　第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスのNF種別を含むならば、アクセスされるべき
NFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応
する第２のNFインスタンスのインスタンス情報を取得することを実行するようさらに構成
される。
【０３１５】
　他の可能な実装態様では、送信器５３は、第１のNF種別の組が第１のNFインスタンスの
NF種別を含まないと決定されると、第１のNFRFへ制限アクセス通知情報を送信し、それに
よって、第１のNFRFは、第１のNFインスタンスへ制限アクセス通知情報を送信するよう、
さらに構成される。
【０３１６】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御デバイスは、上述の方
法の実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。デバイスの実装原理及び有益
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な効果は、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されな
い。
【０３１７】
　図１４は、本発明の一実施形態によるもう１つの他のネットワークアクセス制御デバイ
スの概略構造図である。ネットワークアクセス制御デバイスは、第１のNFインスタンスに
適用される。図１４を参照するに、デバイスは、プロセッサ６１、送信器６２、受信器６
３、メモリ６４、および通信バス６５を含む。メモリ６４は、プログラムを格納するよう
構成され、通信バス６５は、要素間の通信接続を実施するよう構成され、プロセッサ６１
は、メモリ６４内のプログラムを読み出し、対応する動作を実行してもよい。
【０３１８】
　プロセッサ６１は、アクセスされるべきNFインスタンスのNF種別と、アクセスされるべ
きNFインスタンスが属するネットワーク・スライスのアクセスされるべきネットワーク・
スライス識別子とを取得するよう構成される。
【０３１９】
　送信器６２は、第１のネットワーク機能管理モジュールNFRFへディスカバリ要求を送信
するよう構成され、送信要求は、第２のPLMNの識別子、アクセスされるべきNFインスタン
スのNF種別、およびアクセスされるべきネットワーク・スライス識別子を含み、それによ
って、第１のNFRFは、第２のPLMN内の第２のNFRFに対して、アクセスされるべきNFインス
タンスのNF種別と、アクセスされるべきネットワーク・スライス識別子とに対応する第２
のNFインスタンスのインスタンス情報を要求する。
【０３２０】
　受信器６３は、第１のNFRFによって送信される第２のNFインスタンスのインスタンス情
報を受信するよう構成される。
【０３２１】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御デバイスは、上述の方
法の実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。デバイスの実装原理及び有益
な効果は、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されな
い。
【０３２２】
　１つの可能な実装態様では、プロセッサ６１は、
　第１のNFインスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・
スライス種別を取得し、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別に基づいて、第２のPLMN内の、第１のネット
ワーク・スライス種別に対応する第２のネットワーク・スライス種別を決定し、
　第２のネットワーク・スライス種別を、アクセスされるべきネットワーク・スライス識
別子として決定するよう、特に構成される。
【０３２３】
　他の可能な実装態様では、プロセッサ６１は、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第１の機能種別であるならば、第１のNFイ
ンスタンスが属する第１のネットワーク・スライスの第１のネットワーク・スライス種別
を、第２のネットワーク・スライス種別として決定し、第１の機能種別に対応するネット
ワーク機能のスライス種別は、全てのPLMNにおいて同じであるよう、または、
　第１のNFインスタンスに対応する機能種別が第２の機能種別であるならば、ポリシー管
理ユニットに第２のネットワーク・スライス種別を要求し、第２の機能種別に対応するネ
ットワーク機能のスライス種別は、異なったPLMNにおいて異なるよう、特に構成される。
【０３２４】
　他の可能な実装態様では、送信器６２は、ポリシー管理ユニットへスライス種別取得要
求を送信するようさらに構成され、ネットワーク・スライス取得要求は、第１のネットワ
ーク・スライス種別と、第２のPLMNの識別子とを含み、
　受信器６３は、ポリシー管理ユニットによって送信され、第１のネットワーク・スライ
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さらに構成される。
【０３２５】
　本発明の本実施形態において示されるネットワークアクセス制御デバイスは、上述の方
法の実施形態において示す技術的な解決手段を実行しうる。デバイスの実装原理及び有益
な効果は、上述の方法の実施形態のものと同様である。詳細は、ここでは再度説明されな
い。
【０３２６】
　本発明の実施形態は、ネットワーク制御システムを提供する。ネットワーク制御システ
ムは、図１２乃至図１４の実施形態に示すネットワーク制御デバイスを含む。
【０３２７】
　当業者は、方法の実施形態の全ての又はいくつかのステップは、関連のあるハードウエ
アに命令するプログラムによって実装されうることを理解しうる。プログラムは、コンピ
ュータ読み取り可能な記憶媒体の中に記憶されうる。プログラムが実行されると、方法の
実施形態のステップが行われる。上述の記憶媒体は、プログラムコードを記憶しうるROM
、RAM、磁気ディスク、または光ディスクといった任意の媒体を含む。
【０３２８】
　最後に、上述の実施形態は、本発明の技術的な解決手段を説明するためのものであるこ
とが意図されているにすぎず、本発明を制限するためのものではないことに留意すべきで
ある。本発明は、上述の実施形態を参照して詳細に説明されているが、当業者は、本発明
の実施形態の技術的な解決手段の範囲を逸脱することなく、上述の実施形態において説明
される技術的な解決手段に対して、なおも変更を加え、または、そのいくつか又はすべて
の技術的特徴に対して均等な置換を行いうることを理解すべきである。

【図１】 【図２】

【図３】
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